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審査意見への対応を記載した書類（７月） 

 

（目次） 情報学部 情報学科 

 

 １【全体計画審査意見 1の回答について】 

＜専門職大学としての設置の趣旨が不適切＞ 

専門職大学と専門学校の違いについて一定程度説明がなされたが、教育課程が説明

通りの理論を重視した教育課程が構成されていない。専門の学芸を教授研究し、専門性

が求められる職業を担うための実践的かつ創造的・応用的な能力を展開するためには、

技術の理論に関する教育も重要であるが、理論科目が不十分な内容となっているため、

教育体系を再考し、専門職大学における学修の質をどのように確保・充実させるのかを

明確にすること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・１ 

  

２【全体計画審査意見 2の回答について】 

＜養成人材像とディプロマ・ポリシー等が不整合＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げている「情報技術者としての専門的な知識や技能と実際

に活用する能力」には、プログラムやデザインとともにアルゴリズムやデータベース、

ネットワークなどの知識や技能も含まれているため、養成する人材においてプログラ

ムとデザインのみを表現することは適切ではないため改めたとされているが、新たに

示されたディプロマ・ポリシーでは理論に関する記述がなくなっている。申請書上、専

門職大学の情報学部では理論に裏付けられた高度な実践力を養うこととしていること

と整合していないため、再度ディプロマ・ポリシーを改めると同時に、カリキュラムポ

リシーも改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・５ 

  

３【全体計画審査意見 3の回答について】 

＜アドミッション・オフィス選抜に関する説明が不明確＞ 

アドミッション・ポリシー等に関連して以下の点を改善すること。 

（１）アドミッション・オフィス選抜を受験する学生に求める書類として、「調査票、自

己推薦書、志望動機書、学修計画書」を求めることが明らかとなったが、学修計画書

がアドミッション・オフィス選抜においてどのように活用されるのか、また、どのよ

うな記載を求めるのか不明確なため、説明すること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・１０ 

  

（２）社会人を入学者の対象として受け入れることとしているため、実務の経験を有する

者を受け入れる場合の、当該実務経験を通じた能力の修得を勘案した既修得単位の
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認定方針を、具体例を挙げて説明すること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・１３ 

  

（３）留学生を入学者の対象として受け入れることとしているため、一般学生と同じ条件

のもとに学修が可能な者を受け入れると説明がなされているが、例えば日本語能力

試験等の基準の具体例を挙げて説明すること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・１６ 

  

４【全体計画審査意見 5の回答について】 

＜教育課程の体系性が不整合＞ 

教育課程の体系性について、以下の点を抜本的に、是正すること。 

（１）本来、基礎的な理論や原理について１つの科目として体系的に学修されるべき内容

が、複数の演習科目や講義科目に分散しているため、効果的な学習が期待できないば

かりか、科目ごとに理論や原理の重複がみられる。開講科目全体の整合性を踏まえ、

教育内容の体系性を改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・１８ 

  

（２）授業形態として講義と演習が混在している科目において、各授業回が講義か演習か

説明がなされたが、例えば、マシンラーニング演習のシラバスでは講義と思われる授

業内容が演習と記載されているなど、科目名称と授業形態が一致しておらず、不整合

が生じている。また、科目名称は演習とされているが、内容は講義や概論が主たるも

のとなっているものも見受けられるため、科目内容と科目名称が一致するよう改め

ること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・２２ 

  

（３）カリキュラム・ポリシーの④～⑨を達成するための基礎的な理論系科目が不十分と

なっている。特に⑨については、養成する人材にあわせた科目が並んでいるが、体系

化されておらず、例えばプログラムであればＣ言語等、クラウドであればオペレーシ

ョンシステム等に関する基礎的な理論科目を学修しないまま、演習や実習に臨むこ

ととなっている。他にも、一般的に情報科学の世界では、ＡＩはマシンラーニングの

系統と位置付けられるがそのようになっていない、またデータマイニングはデータ

サイエンスの系統に位置付けられるが、そのようにもなっていない。教育課程の体系

性を適切に改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・２８ 

  

５【全体計画審査意見 6の回答について】 

＜教育水準に疑義のある科目＞ 

いまだ「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」の教育内容について、卒業に必要な単位に算入す



3 

る大学水準の教育内容であるか疑義があるため、以下の点を明らかにすること。 

（１）学習方法、学習課題に事例研究、ディスカッション、ロールプレイング等が挙げら

れているが、シラバスに記載された内容だけでは具体的な教育手法や内容が判断で

きないため、各授業回で取り上げるテーマをより具体的に説明すること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・３１ 

  

（２）効果的な学習のため授業計画の初期に議論をまとめる方法や手法などの基礎的な

理論を学ぶ授業計画及びシラバスに改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・３４ 

 

（３）使用する教科書は「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」すべて、実践ビジネスマナーや就職

ガイド等の書籍が指定されており、授業科目の概要に記載された教育が適切に行わ

れるのか疑義がある。教科書について大学水準の教育内容にふさわしい書籍である

ことを説明するか、必要に応じて改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・３６ 

 

６【全体計画審査意見 8（１）の回答について】 

  ＜理論系科目が不十分＞ 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的に理論系科目の構成を改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・３８ 

 

７【全体計画審査意見 9の回答について】 

  ＜教育内容が重複＞ 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的に教育内容の重複を改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・４０ 

 

８【全体計画審査意見 11の回答について】 

＜シラバスの記載が不十分＞ 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的にシラバスを改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・４４ 

 

９【全体計画審査意見 12の回答（２）、（３）について】 

＜実習施設における学生の具体的実習内容が不明＞ 

臨地実務実習施設の概要の書類で実習先の事業説明がなされたが、いまだ実習先ご

との学生の具体的実習内容が不明であり、実習先で臨地実務実習の授業到達目標が達

成されるのか不明である。 

例えば、実習先の一つのパソコン教室を挙げても、パソコンを児童に教えるのか、業

務に関連したシステムを作成するのかも不明である。改めて、実習先ごとの学生の具体
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的実習内容を明らかにし、臨地実務実習先の教育にふさわしい施設であることを明ら

かとすること。また、必要に応じて実習先を改めること。 

                       （是正事項）・・・・・・・・・・・・４５ 

 

１０【全体計画審査意見 17の回答について】 

＜教員の年齢構成が比較的高齢に偏っている＞ 

完成年度以降の専任教員配置の適正化を図る将来構想が示されたが、いまだ教員の

年齢構成が高齢に偏っていることから、示された将来構想を踏まえ、完成年度までの年

次進行中における若手教員の採用計画などを明らかにし、教員配置の適正化を図るこ

と。 

                       （改善事項）・・・・・・・・・・・・７５ 

 

１１【全体計画審査意見 20の回答について】 

  ＜電子ジャーナルが十分か疑義＞ 

大学の教育研究に必要な専攻分野の電子ジャーナルが十分整備されているのか懸念

されるため、教育研究の観点から十分であることを説明するか、電子ジャーナル数を充

実させること。 

                       （改善事項）・・・・・・・・・・・・８０ 

 

 【審査意見以外の対応について】 

 ＜米山キャンパス学生支援の観点からの環境整備計画の充実について＞ 

（１） 演習科目に対応する教室設備の充実について 

                       （その他）・・・・・・・・・・・・８２ 

 

（２） 米山キャンパスの図書室について 

                       （その他）・・・・・・・・・・・・１０１ 

 

（３） 学生の移動環境の整備について 

                       （その他）・・・・・・・・・・・・１０５ 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

１【全体計画審査意見１の回答について】 

＜専門職大学としての設置の趣旨が不適切＞ 

専門職大学と専門学校の違いについて一定程度説明がなされたが、教育課程が説明通

りの理論を重視した教育課程が構成されていない。専門の学芸を教授研究し、専門性

が求められる職業を担うための実践的かつ創造的・応用的な能力を展開するためには、

技術の理論に関する教育も重要であるが、理論科目が不十分な内容となっているため、

教育体系を再考し、専門職大学における学修の質をどのように確保・充実させるのか

を明確にすること。 

（対応） 

理論や原理が複数の演習科目や講義科目に分散していたもの及び理論や原理が複数の科

目で重複しているものを整理、集約した上でその内容を充実させ、専門教育に必要となる理

論科目として新たに配置するとともに、基礎を身につけた後に専門の学修へ進めるように

授業科目の配置の考え方を明確にして教育体系全体を再考し、専門職大学における学修の

質を確保・充実させた。 

 

【資料１】情報学部 情報学科 カリキュラム体系図 

 

理論系科目については、「情報の基礎」「情報数学Ⅰ」「情報数学Ⅱ」「統計学」「コンピュ

ータアーキテクチャ」「オペレーティングシステム」「データ構造とアルゴリズム」「プログ

ラミング基礎」「情報通信ネットワーク」「情報セキュリティ」「データベースの基礎」「情報

科学基礎」「システム開発技術」「サイバーフィジカルシステム基礎」「クラウド技術概論」

の１５科目を配置することとした。 

これら理論系科目の教育内容については、以下のとおりとする。 

「情報の基礎」は、「物質」、「エネルギー」に並ぶ第三の概念である「情報」について、

まずその本質を理解し、さらに人間社会とのかかわり、意義、課題について理解するととも

に、情報学全体を俯瞰することで今後の学修の方向性を理解し、情報一般の原理を探究する

態度を身に付けるための教育内容として配置する。 

「情報数学Ⅰ・Ⅱ 」及び「統計学」は、情報学部における全分野の基礎となる理論であ

る、線形代数、解析、および統計の基本を学ぶための教育内容として配置する。 

「コンピュータアーキテクチャ」は、周辺装置や入出力装置を含め、コンピュータのハー

ドウエアがどのような要素から構成され、どのように情報処理を遂行するかについて理解

し、以後に学修する応用技術の基盤となる素養を身に付けるための教育内容として配置す

る。 

「オペレーティングシステム」は、プロセス管理、入出力管理、記憶管理など、コンピュ

ータの構成要素を制御し、情報処理を効率的に行うための基本的機能と概念を理解し、以後
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に学修する応用技術の基盤となる素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「データ構造とアルゴリズム」は、コンピュータで扱われる基本的データ構造、およびそ

れを扱うための基本的アルゴリズムの原理と技法、特徴を理解し、さらに高度な知識と技術

を学修する基盤としての素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「プログラミング基礎」は、C言語および C++言語を用い、変数、構造体、条件判断、再

帰的処理、構造化、オブジェクト指向など、プログラミングを学ぶ上での基礎となる概念を

理解し、さらに高度な知識と技術を学修する基盤としての素養を身に付けるための教育内

容として配置する。 

「情報通信ネットワーク」は、プロトコルやその階層化の概念、経路制御、認証など、コ

ンピュータネットワークの基本概念と構造を理解し、さらに高度な知識と技術を学修する

基盤としての素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「情報セキュリティ」は、潜在する脅威を理解した上で、安心・安全な情報システムを実

現するためにとるべき対応について、ガイドラインおよび技術的手法の基本を理解し、情報

の関わるあらゆる場面において、セキュリティを意識することの必要性を理解するための

教育内容として配置する。 

「データベースの基礎」は、現在のデータベースの基礎となっているリレーショナルデー

タベースを中心にその原理や概念を理解し、さらに高度な知識と技術を学修する基盤とし

ての素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「情報科学基礎」は、情報の量、符号化、伝送等に係る基礎的理論を理解し、さらに高度

な知識と技術を学修する基盤となる素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「システム開発技術」は、モデリングや要求定義等、情報システムを設計・構築するため

の基礎となる概念と原理について理解し、身に付けるための教育内容として配置する。 

「サイバーフィジカルシステム基礎」は、計算機（サイバー空間）と実世界（フィジカル

空間）をつなぎ、様々な情報処理を行う技術の基礎として、機器や駆動装置の原理と、それ

らを制御するための制御理論に加え、人間の認知特性、画像処理、対話手法などの基本につ

いて学修し、今後の演習および実習を受講するための素養を身に付けるための教育内容と

して配置する。 

「クラウド技術概論」は、実際の情報処理を行う環境として不可欠となっているクラウド

について、その概念、それを支える基礎技術を理解し、以後に学修する応用技術の基盤とな

る素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

  

職業専門科目の各授業科目の配置の考え方については以下のとおりとする。 

カリキュラムポリシー③「情報の意義と役割や情報産業と社会とのかかわりの理解とと

もに、情報分野の倫理と情報に関する広い知識を身に付ける」について、理論系科目として、

「情報の基礎」を配置し、「情報と法律」、「情報と経営」、「情報と倫理」、「情報と英語」、そ

して「トップランナー研究」を配置する。 



3 

カリキュラムポリシー④「コンピュータの基本設計や設計思想に関する理論と専門科目

を学ぶうえで必要な数学や統計学に関する知識を身につける」について、理論系科目として

「情報数学Ⅰ」、「情報数学Ⅱ」、「統計学」、「コンピュータアーキテクチャ」及び「オペレー

ティングシステム」を配置し、実践系科目として、「ＩＣＴ演習（ハードウェア／ソフトウ

ェア）」、「ＩＣＴ演習（基本情報）」、「ＩＣＴ演習（応用情報）」を配置する。 

カリキュラムポリシー⑤「アルゴリズムとプログラミング及びデータ構造に関する理論

と技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」について、理論系科目として、

「データ構造とアルゴリズム」及び「プログラミング基礎」を配置し、実践系科目として、

「プログラミング演習」と「ネットワークプログラミング実習」、「ＡＰＩ実習」を配置する。 

カリキュラムポリシー⑥「ネットワークの設計と構築、運用と保守、安全対策に関する理

論と技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」について、理論系科目として、

「情報通信ネットワーク」及び「情報セキュリティ」を配置し、実践系科目として、「ネッ

トワーク演習」、「分散型台帳技術演習」及び「サイバーセキュリティ演習」、「サイバーセキ

ュリティ実習」、「ＩＣＴ演習（セキュリティ）」、「ＩＣＴ演習（セキュリティスペシャリス

ト）」を配置する。 

カリキュラムポリシー⑦「データベースの設計、操作言語、管理システムに関する理論と

技術の習得のもとに、実世界のデータを適切にデータ化し、活用する能力を身に付ける」に

ついて、理論系科目として、「データベースの基礎」を配置し、実践系科目として、「データ

ベース演習」、「ＩＣＴ演習（データベーススペシャリスト）」を配置する。 

カリキュラムポリシー⑧「情報システムの開発、設計、運用と保守、評価に関する理論と

技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」について、理論系科目として、「シ

ステム開発技術」を配置し、実践系科目として、「システム開発技術演習」を配置する。 

カリキュラムポリシー⑨「クラウド、ＩｏＴ、ＡＩ、データサイエンスに関する理論や技

術の習得と、情報技術を応用的に活用する能力を身に付ける」について、クラウドに関する

理論系科目として、「クラウド技術概論」を配置し、実践系科目として「クラウドベーシッ

ク&マーケティング」、「クラウドプラットフォーム実習Ⅰ」、「クラウドプラットフォーム実

習Ⅱ」を配置する。 

また、ＩｏＴに関する理論系科目として、「サイバーフィジカルシステム基礎」を配置し、

実践系科目として、「ＩｏＴ演習」、「ＩｏＴ実習」、「ＩＣＴ演習（ＩｏＴ）」、「ハードウェア

設計」、「ロボティクス実習」、「ＩＣＴ演習（組込システム）」、「没入型コンピューティング

演習」、「没入型コンピューティング実習」、「ユーザエクスペリエンス」を配置する。 

さらに、ＡＩ、データサイエンスに関する理論系科目として、「情報科学基礎」を配置し、

実践系科目として「知識表現・知識処理演習」、「ＡＩ実習」、「マシンラーニング演習」、「マ

シンラーニング実習」、「ＩＣＴ演習（ディープラーニング）」、「データサイエンス演習」、「デ

ータサイエンス実習」、「データマイニング演習」を配置する。 

職業専門科目について、集大成となる科目として、２年２期までの集大成として「臨地実



4 

務実習Ⅰ」を、３年２期までの集大成として「臨地実務実習Ⅱ」を配置する。 

 

情報学部 理論科目一覧 

 

 

なお、理論科目の新たな配置に伴い、教育体系を再考した結果、卒業要件を 128 単位と

することとした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（４８ページ） 

新 旧 

（３）卒業要件 

情報学部の卒業要件は、基礎科目において

必修科目 14 単位を含む 20 単位以上、職業

専門科目において必修科目 74 単位を含む

82 単位以上、展開科目において必修科目 22

単位、総合科目において必修科目 4 単位、

あわせて 128単位を修得する。 

 

（３）卒業要件 

情報学部の卒業要件は、基礎科目において

必修科目 14 単位を含む 20 単位以上、職業

専門科目において必修科目 69 単位を含む

78単位以上、展開科目において必修科目 22

単位、総合科目において必修科目 4 単位（追

加）を修得する。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

２【全体計画審査意見２の回答について】 

＜養成人材像とディプロマ・ポリシー等が不整合＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げている「情報技術者としての専門的な知識や技能と実際

に活用する能力」には、プログラムやデザインとともにアルゴリズムやデータベース、

ネットワークなどの知識や技能も含まれているため、養成する人材においてプログラ

ムとデザインのみを表現することは適切ではないため改めたとされているが、新たに

示されたディプロマ・ポリシーでは理論に関する記述がなくなっている。申請書上、

専門職大学の情報学部では理論に裏付けられた高度な実践力を養うこととしているこ

とと整合していないため、再度ディプロマ・ポリシーを改めると同時に、カリキュラ

ム・ポリシーも改めること。 

（対応） 

全体計画審査意見２の回答では、情報や情報技術に関する体系的な知識としての理論を

含む表現として、ディプロマ・ポリシーに「情報技術者としての専門的な知識や技能と実際

に活用する能力」を掲げたところであるが、新たに示したディプロマ・ポリシーでは、理論

に関する記述がなく、申請書上、「専門職大学の情報学部では理論に裏付けられた高度な実

践力を養う」としていることと整合しないことから、再度、ディプロマ・ポリシーとカリキ

ュラム・ポリシーについて検討し、理論の修得が明確となるようディプロマ・ポリシーとカ

リキュラム・ポリシーを改めた。 

なお、情報学部で修得させる「情報技術者としての専門的な知識や技能と実際に活用する

能力」としてのプログラムやデザイン、アルゴリズム、データベース、ネットワークなどの

具体的な知識や技能については、カリキュラム・ポリシーにおいて明確に示すこととしてい

る。 

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

１．職業人として望ましい心構えや人間性と自律・自立して学習ができる能力と態度を有し、

現代社会に関する幅広い知識や汎用的技能を身に付けている。 

２．情報技術者として必要となる情報技術の理論と理論に裏付けられた実践力を有し、情報

の処理・伝達・管理とそれらを活用する能力を身に付けている。 

３．地域社会や産業界を取り巻く現状の認識のもと、商品やサービスをユーザーの立場から

考え、問題や課題を正しく解決していく能力を身に付けている。 

４．個別に学修した情報技術に関する知識や技能と活用する能力を総合し、ユーザーの視点

に立った新商品や新サービスを創り出す能力を身に付けている。 

【教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

１．日本語による文章表現や口頭表現の能力と外国語によるコミュニケーション能力及び

情報活用や情報管理の能力を高める科目を配置する。 

２．職業人として必要な職業意識や職業観と規範意識及び職業選択力や生涯学習力と現代
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社会に関する幅広い知識を理解する科目を配置する。 

３．情報の意義と役割や情報産業と社会とのかかわりの理解とともに、情報分野の倫理と情

報に関する広い知識を身に付ける科目を配置する。 

４．コンピュータの基本設計や設計思想に関する理論と専門科目を学ぶうえで必要な数学

や統計学に関する知識を身に付ける科目を配置する。 

５．アルゴリズムとプログラミング及びデータ構造に関する理論と技術の習得のもとに、実

際に活用する能力を身に付ける科目を配置する。 

６．ネットワークの設計と構築、運用と保守、安全対策に関する理論と技術の習得のもとに、

実際に活用する能力を身に付ける科目を配置する。 

７．データベースの設計、操作言語、管理システムに関する理論と技術の習得のもとに、実

際に活用する能力を身に付ける科目を配置する。 

８．情報システムの開発、設計、運用と保守、評価に関する理論と技術の習得のもとに、実

際に活用する能力を身に付ける科目を配置する。 

９．クラウド、ＩｏＴ、ＡＩ、データサイエンスに関する理論や技術の習得と、情報技術を

応用的に活用する能力を身に付ける科目を配置する。 

10．地域社会や産業界を取り巻く現状の理解及び市場の把握や顧客ニーズ・ウォンツを吸い

上げるための方法を身に付ける科目を配置する。 

11．情報技術を新商品や新サービスに活用するために必要となるユーザーの立場から問題

や課題を解決する考え方を身に付ける科目を配置する。 

12．情報技術を活用した新商品や新サービスの企画・開発に関する体験を通し、講義や演習

で得た知識と技術の総合化を図る科目を配置する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（１７ページ） 

新 旧 

２）養成する人材 

情報学部では、「職業人としての職業観や

倫理観、豊かな人間性とともに、情報技術者

としての専門的な知識や技能と実際に活用

する能力に加え、地域社会や産業界を取り巻

く現状に関する知識を有し、正しく問題を解

決するための考え方とユーザーの視点に立

った新商品や新サービスを企画・開発するた

めの基礎的な能力を身に付けて、地域社会の

情報化に貢献できる人材」を養成する。 

この養成する人材の目的を達成するため

に、以下の通り、学位授与の方針を定めるこ

２）養成する人材 

情報学部では、「職業人としての職業観や

倫理観、豊かな人間性とともに、情報技術者

としての専門的な知識や技能と実際に活用

する能力に加え、地域社会や産業界を取り巻

く現状に関する知識を有し、正しく問題を解

決するための考え方とユーザーの視点に立

った新商品や新サービスを企画・開発するた

めの基礎的な能力を身に付けて、地域社会の

情報化に貢献できる人材」を養成する。 

この養成する人材の目的を達成するため

に、以下の通り、学位授与の方針を定めるこ
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ととし、教育課程における「基礎科目」、「職

業専門科目」、「展開科目」及び「総合科目」

の各科目群に配置している講義と演習や実

習を通して、「倫理に裏付けられた実践力」、

「創造的な役割を担うための応用的な能力」

を養うための教育を展開する。 

 

ととし、教育課程における「基礎科目」、「職

業専門科目」、「展開科目」及び「総合科目」

の各科目群に配置している講義と演習や実

習を通して、「職業を担うための実践的な能

力」、「創造的な役割を担うための応用的な能

力」を養うための教育を展開する。 

 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（１７-１８ページ） 

新 旧 

２）養成する人材 
【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

１ 職業人としての望ましい心構えや人間

性と自律・自立して学習できる能力と態

度を有し、現代社会に関する幅広い知識

や汎用的技能を身に付けている。 

２ 情報技術者として必要となる情報技術

の理論と理論に裏付けられた実践力を有

し、情報の処理・伝達・管理とそれらを活

用する能力を身に付けている。 

３ 地域社会や産業界を取り巻く現状の認

識のもと、商品やサービスをユーザーの

立場から考え、問題や課題を正しく解決

していく能力を身に付けている。 

４ 個別に学修した情報技術に関する知識

や技能と活用する能力を総合し、ユーザ

ーの視点に立った新商品や新サービスを

創り出す能力を身に付けている 

 

２）養成する人材 
【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

１ 職業人としての望ましい心構えや人間

性と自律・自立して学習できる能力と態

度を有し、現代社会に関する幅広い知識

や汎用的技能を身に付けている。 

２ 情報技術者として必要となる情報と情

報技術に関する専門的な知識と技能を有

し、情報の処理・伝達・管理とそれらを活

用する能力を身に付けている。 

３ 地域社会や産業界を取り巻く現状の認

識のもと、商品やサービスをユーザーの

立場から考え、問題や課題を正しく解決

していく能力を身に付けている。 

４ 個別に学修した情報技術に関する知識

や技能と活用する能力を総合し、ユーザ

ーの視点に立った新商品や新サービスを

創り出す能力を身に付けている 

 

 

 

 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（３４ページ） 
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新 旧 

【教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリ

シー）】 

① 日本語による文章表現や口頭表現の能

力と外国語によるコミュニケーション能

力及び情報活用や情報管理の能力を高め

る科目を配置する。 

② 職業人として必要な職業意識や職業観

と規範意識及び職業選択力や生涯学習力

と現代社会に関する幅広い知識を理解す

る科目を配置する。 

③ 情報の意義と役割や情報産業と社会と

のかかわりの理解とともに、情報分野の

倫理と情報に関する広い知識を身に付け

る科目を配置する。 

④ コンピュータの基本設計や設計思想に

関する理論と専門科目を学ぶうえで必要

な数学や統計学に関する知識を身に付け

る科目を配置する。 

⑤ アルゴリズムとプログラミング及びデ

ータ構造に関する理論と技術の習得のも

とに、実際に活用する能力を身に付ける

科目を配置する。 

⑥ ネットワークの設計と構築、運用と保

守、安全対策に関する理論と技術の習得

のもとに、実際に活用する能力を身に付

ける科目を配置する。 

⑦ データベースの設計、操作言語、管理シ

ステムに関する理論と技術の習得のもと

に、実際に活用する能力を身に付ける科

目を配置する。 

⑧ 情報システムの開発、設計、運用と保

守、評価に関する理論と技術の習得のも

とに、実際に活用する能力を身に付ける

科目を配置する。 

⑨ クラウド、ＩｏＴ、ＡＩ、データサイエ

【教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリ

シー）】 

① 日本語による文章表現や口頭表現の能

力と外国語によるコミュニケーション能

力及び情報活用や情報管理の能力を高め

る科目を配置する。 

② 職業人として必要な職業意識や職業観

と規範意識及び職業選択力や生涯学習力

と現代社会に関する幅広い知識を理解す

る科目を配置する。 

③ 情報の意義と役割や情報産業と社会と

のかかわりの理解とともに、情報分野の

倫理と情報に関する広い知識を身に付け

る科目を配置する。 

④ コンピュータに関する基礎知識や基本

認識と専門科目を学ぶうえで必要となる

数学や統計学に関する知識を身に付ける

科目を配置する。 

⑤ アルゴリズムとプログラミング及びデ

ータ構造に関する知識と技術の習得のも

とに、実際に活用する能力を身に付ける

科目を配置する。 

⑥ ネットワークの設計と構築、運用と保

守、安全対策に関する知識と技術の習得

のもとに、実際に活用する能力を身に付

ける科目を配置する。 

⑦ データベースの設計、操作言語、管理シ

ステムに関する知識と技術の習得のもと

に、実際に活用する能力を身に付ける科

目を配置する。 

⑧ 情報システムの開発、設計、運用と保

守、評価に関する知識と技術の習得のも

とに、実際に活用する能力を身に付ける

科目を配置する。 

⑨ データサイエンス、ＩｏＴ、クラウドな
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ンスに関する理論や技術の習得と、情報

技術を応用的に活用する能力を身に付け

る科目を配置する。 

⑩ 地域社会や産業界を取り巻く現状の理

解及び市場の把握や顧客ニーズ・ウォン

ツを吸い上げるための方法を身に付ける

科目を配置する。 

⑪ 情報技術を新商品や新サービスに活用

するために必要となるユーザーの立場か

ら問題や課題を解決する考え方を身に付

ける科目を配置する。 

⑫ 情報技術を活用した新商品や新サービ

スの企画・開発に関する体験を通し、講義

や演習で得た知識と技術の総合化を図る

科目を配置する。 

どに関する知識や技術の習得と、情報技術

を応用的に活用する能力を身に付ける科

目を配置する。 

⑩ 地域社会や産業界を取り巻く現状の理

解及び市場の把握や顧客ニーズ・ウォン

ツを吸い上げるための方法を身に付ける

科目を配置する。 

⑪ 情報技術を新商品や新サービスに活用

するために必要となるユーザーの立場か

ら問題や課題を解決する考え方を身に付

ける科目を配置する。 

⑫ 情報技術を活用した新商品や新サービ

スの企画・開発に関する体験を通し、講義

や演習で得た知識と技術の総合化を図る

科目を配置する。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

３【全体計画審査意見 3の回答について】 

＜アドミッション・オフィス選抜に関する説明が不明確＞ 

アドミッション・ポリシー等に関連して以下の点を改善すること。 

（１）アドミッション・オフィス選抜を受験する学生に求める書類として、「調査票、自己

推薦書、志望動機書、学修計画書」を求めることが明らかとなったが、学修計画書がア

ドミッション・オフィス選抜においてどのように活用されるのか、また、どのような記

載を求めるのか不明確なため、説明すること。 

（対応） 

学修計画書がアドミッション・オフィス選抜においてどのように活用されるのか、また、

どのような記載を求めるのかについて説明した。 

 

アドミッション・オフィス選抜を受験する学生に求める志望動機書は、情報学部を志望

する理由及び将来の希望進路などについて記載させることとしている一方、学修計画書

は、志願者本人が志望動機書に記載した将来の希望進路を実現するために、情報学部の特

色をふまえてどのような知識や能力を身に付けたいのか、その学修の計画について記載

させることとする。 

このことにより、情報学部の教育内容と志願者が求める学習内容とに齟齬がないかを

見極めるとともに、情報学部の教育に対する興味と関心の度合いや学習意欲についてア

ドミッション・ポリシーに照らして判定するため、出願書類の評価内容の一部として使用

する。 

アドミッション・オフィス選抜における学修計画書で求める具体的な記載内容は、以下

の通りとしている。 

１ 志望動機書に記載した将来の目標について 

２ 将来の目標を実現するために、身に付けたい「知識」「能力」について 

３ 当該「知識」「能力」を身に付けるために、どのような学習をしたいのか、その計

画について 

 

【資料２】アドミッション・オフィス選抜を受験する学生に求める書類 

「学修計画書書式」「志望動機書書式」 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（５８-５９ページ） 

新 旧 

（３）選抜方法 
３）アドミッション・オフィス選抜 
アドミッション・オフィス選抜は、詳細

（３）選抜方法 
３）アドミッション・オフィス選抜 
アドミッション・オフィス選抜は、詳細
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な書類審査と時間を掛けた丁寧な面接を

組み合わせることにより、入学志願者の学

部教育を受けるための適性や学部教育に

対する学習意欲、目的意識等を総合的に判

定することとしており、アドミッション・

オフィス選抜を受験する者に対して、調査

票、自己推薦書、志望動機書、学修計画書

を求めることとする。 
志望動機書は、当該学部を志望する理由

及び将来の希望進路などについて記載さ

せることとしており、自己推薦書は、生徒

活動や部活動の役員歴、部活動や課外活動

などの活動実績、取得資格、留学や渡航経

験、自己の長所や短所などについて記載さ

せることとしている。 
学修計画書は、志願者本人が志望動機書

に記載した将来の希望進路を実現するた

めに、当該学部の特色をふまえてどのよう

な知識や能力を身に付けたいのか、その学

修の計画について記載させることとする。

このことにより、当該学部の教育内容と志

願者が求める学習内容とに齟齬がないか

を見極めるとともに、当該学部の教育に対

する興味と関心の度合いや学習意欲につ

いてアドミッションポリシーに照らして

判定するため、出願書類の評価内容の一部

として使用する。 
アドミッション・オフィス選抜における

学修計画書で求める具体的な記載内容は、

以下の通りとしている。 
１ 志望動機書に記載した将来の目標

について 
２ 将来の目標を実現するために、身に

付けたい「知識」「能力」について 
３ 当該「知識」「能力」を身に付けるた

めに、どのような学習をしたいのか、その

な書類審査と時間を掛けた丁寧な面接を

組み合わせることにより、入学志願者の学

部教育を受けるための適性や学部教育に

対する学習意欲、目的意識等を総合的に判

定することとしており、アドミッション・

オフィス選抜を受験する者に対して、調査

票、自己推薦書、志望動機書、学修計画書

を求めることとする。 
志望動機書は、当該学部を志望する理由

及び将来の希望進路などについて記載さ

せることとしており、自己推薦書は、生徒

活動や部活動の役員歴、部活動や課外活動

などの活動実績、取得資格、留学や渡航経

験、自己の長所や短所などについて記載さ

せることとしている。 
（追加） 
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計画について 
なお、入学手続きをとった者に対して

は、出身高等学校と協力しつつ、入学まで

に取り組むべき課題を課すなど、入学後の

学習のための準備を予め用意することと

する。 
 

 
なお、入学手続きをとった者に対して

は、出身高等学校と協力しつつ、入学まで

に取り組むべき課題を課すなど、入学後の

学習のための準備を予め用意することと

する。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

３【全体計画審査意見 3の回答について】 

＜アドミッション・オフィス選抜に関する説明が不明確＞ 

アドミッション・ポリシー等に関連して以下の点を改善すること。 

（２）社会人を入学者の対象として受け入れることとしているため、実務の経験を有する者

を受け入れる場合の、当該実務経験を通じた能力の修得を勘案した既修得単位の認定

方針を、具体例を挙げて説明すること。 

（対応） 

社会人を入学者の対象として受け入れる場合の既修得単位の認定方針について認定の

流れを明らかにしつつ、具体例を用いて説明した。 

既修得単位の認定の流れについては、以下の通りとなる。 

① 入学試験合格後、社会人入学者本人より既修得単位認定に係る申請 

② 既修得単位認定のための面談により能力を確認 

③ 教務委員会による審議 

④ 教授会による審議 

⑤ 学長より既修得単位認定（2～30単位） 

情報学部における社会人を受け入れる際の当該実務経験を通じた能力の修得を勘案し

た既修得単位の認定をする場合の具体例としては、情報関連企業等においてプログラム

の作成に関する実務に従事している者、あるいは、従事した実績がある者が入学を希望す

る場合、取得している資格や実務経験の状況等を総合的に勘案して、「職業専門科目」に

配置している「プログラミング基礎」及び「プログラミング演習」の単位を既修得単位と

して認定することなどが考えられる。 

なお、既修得単位の認定において、考慮する資格については、IT パスポート試験、情

報セキュリティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、データベ

ーススペシャリスト試験、エンベデッドシステムスペシャリスト試験、情報処理安全確保

支援士試験、CompTIA A+、CompTIA Cloud+、CompTIA Security+、IoT検定レベル１試験 

プロフェッショナル・コーディネータ、JDLA Deep Learning for GENERAL、JDLA Deep 

Learning for ENGINEER などとする。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（４８-４９ページ） 

新 旧 

（５）入学前の実務経験を単位に換算する

場合 

本学では学則第 32 条第 3項において、学

生が本学に入学する前に専門性が求められ

る職業に係る実務の経験を通じ、当該職業を

（５）入学前の実務経験を単位に換算する

場合 

本学では学則第 32 条第 3項において、学

生が本学に入学する前に専門性が求められ

る職業に係る実務の経験を通じ、当該職業を
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担うための実践的な能力を修得している場

合には、当該実践的な能力の修得を本学にお

ける授業科目の履修とみなし、単位を与える

ことができることとしている。 

職業専門科目及び展開科目の単位認定は、

専門性が求められる職業に係る実務の経験

を有し、かつ、法令の規定に基づく職業資格

又は法令に基づく技能検定、技能審査その他

の実務の能力に関する審査等であり、当該学

科の授業科目において修得させることとし

ている実践的な能力と同等以上の能力を修

得していると認められる場合である。 

臨地実務実習の単位認定は、専門性が求め

られる職業に係る実務の経験を有し、かつ、

当該職業における実務上の業績を有するこ

とにより、当該学科の授業科目において修得

させることとしている実践的な能力と同等

以上の能力を修得していると認められる場

合である。 

これらの単位認定に当たっては、学生本人

からの申し出により 30 単位を超えない範囲

で教授会の議を経て、学長が決定する。 

既修得単位の認定の流れについては、以下

の通りとなる。 

① 入学試験合格後、社会人入学者本人より

既修得単位認定に係る申請 

② 既修得単位認定のための面談により能

力を確認 

③ 教務委員会による審議 

④ 教授会による審議 

⑤ 学長より既修得単位認定（2～30単位） 

（中略） 

情報学部における社会人を受け入れる際

の当該実務経験を通じた能力の修得を勘案

した既修得単位の認定をする場合の具体例

としては、情報関連企業等においてプログラ

担うための実践的な能力を修得している場

合には、当該実践的な能力の修得を本学にお

ける授業科目の履修とみなし、単位を与える

ことができることとしている。 

職業専門科目及び展開科目の単位認定は、

専門性が求められる職業に係る実務の経験

を有し、かつ、法令の規定に基づく職業資格

又は法令に基づく技能検定、技能審査その他

の実務の能力に関する審査等であり、当該学

科の授業科目において修得させることとし

ている実践的な能力と同等以上の能力を修

得していると認められる場合である。 

臨地実務実習の単位認定は、専門性が求め

られる職業に係る実務の経験を有し、かつ、

当該職業における実務上の業績を有するこ

とにより、当該学科の授業科目において修得

させることとしている実践的な能力と同等

以上の能力を修得していると認められる場

合である。 

これらの単位認定に当たっては、学生本人

からの申し出により 30 単位を超えない範囲

で教授会の議を経て、学長が決定する。 

（追加） 
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ムの作成に関する実務に従事している者、あ

るいは、従事した実績がある者が入学を希望

する場合、取得している資格や実務経験の状

況等を総合的に勘案して、「職業専門科目」

に配置している「プログラミング基礎」及び

「プログラミング演習」の単位を既修得単位

として認定することなどが考えられる。 

なお、既修得単位の認定において、考慮す

る資格については、IT パスポート試験、情

報セキュリティマネジメント試験、基本情報

技術者試験、応用情報技術者試験、データベ

ーススペシャリスト試験、エンベデッドシス

テムスペシャリスト試験、情報処理安全確保

支援士試験、CompTIA A+、CompTIA Cloud+、

CompTIA Security+、IoT 検定レベル１試験 

プロフェッショナル・コーディネータ、JDLA 

Deep Learning for GENERAL、JDLA Deep 

Learning for ENGINEER などとする。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

３【全体計画審査意見 3の回答について】 

＜アドミッション・オフィス選抜に関する説明が不明確＞ 

アドミッション・ポリシー等に関連して以下の点を改善すること。 

（３）留学生を入学者の対象として受け入れることとしているため、一般学生と同じ条件の

もとに学修が可能な者を受け入れると説明がなされているが、例えば日本語能力試験

等の基準の具体例を挙げて説明すること。 

（対応） 

留学生を入学者として受け入れる際の、一般学生と同じ条件のもとに学修が可能な者

について説明した。 

留学生を入学者として受け入れる際の一般学生と同じ条件のもとに学修が可能とする

日本語能力の基準は、日本語能力試験Ｎ２以上の資格に相当する日本語能力を有する者、

又は日本留学試験の日本語科目（読解、聴解及び聴読解）において２００点以上に相当す

る日本語能力を有する者とし、学生募集要項に明記する。 

留学生の入学志願者に対しては、他の入学志願者と同様に詳細な書類審査と時間を掛

けた丁寧な面接を行うことにより、一般学生と同じ条件のもとに学修が可能な者かどう

か日本語能力の習得状況等を見極めることとし、入学志願者の学部教育を受けるための

適性や学部教育に対する学習意欲、目的意識等を総合的に判定することとする。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（６０ページ） 

新 旧 

（５）社会人や留学生の入学に関する考え

方 

社会人や留学生の入学に関する考え方に

ついては、専門職大学としての入学者の多様

性に配慮した入学者選抜の観点から、社会人

や留学生についても入学者の対象として受

入れることとしているが、完成年度までの間

は社会人や留学生の定員枠の設定や社会人

や留学生に特化した入学者選抜の設定は行

わず、一般選抜試験の定員枠の中で、一般選

抜試験の選抜方法により受入れることとし、

入学後の履修等においても一般学生と同じ

条件のもとに学修が可能な者について受入

れることとする。 

留学生を入学者として受け入れる際の一

（５）社会人や留学生の入学に関する考え

方 

社会人や留学生の入学に関する考え方に

ついては、専門職大学としての入学者の多様

性に配慮した入学者選抜の観点から、社会人

や留学生についても入学者の対象として受

入れることとしているが、完成年度までの間

は社会人や留学生の定員枠の設定や社会人

や留学生に特化した入学者選抜の設定は行

わず、一般選抜試験の定員枠の中で、一般選

抜試験の選抜方法により受入れることとし、

入学後の履修等においても一般学生と同じ

条件のもとに学修が可能な者について受入

れることとする。 

（追加） 



17 

般学生と同じ条件のもとに学修が可能とす

る日本語能力の基準は、日本語能力試験Ｎ２

以上の資格に相当する日本語能力を有する

者、又は日本留学試験の日本語科目（読解、

聴解及び聴読解）において２００点以上に相

当する日本語能力を有する者とし、学生募集

要項に明記する。 

留学生の入学志願者に対しては、他の入学

志願者と同様に詳細な書類審査と時間を掛

けた丁寧な面接を行うことにより、一般学生

と同じ条件のもとに学修が可能な者かどう

か日本語能力の習得状況等を見極めること

とし、入学志願者の学部教育を受けるための

適性や学部教育に対する学習意欲、目的意識

等を総合的に判定することとする。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

４【全体計画審査意見５の回答について】 

＜教育課程の体系性が不整合＞ 

教育課程の体系性について、以下の点を抜本的に、是正すること。 

（１）本来、基礎的な理論や原理について１つの科目として体系的に学修されるべき

内容が、複数の演習科目や講義科目に分散しているため、効果的な学習が期待できな

いばかりか、科目ごとに理論や原理の重複がみられる。開講科目全体の整合性を踏ま

え、教育内容の体系性を改めること。 

（対応） 

理論や原理が複数の演習科目や講義科目に分散しているもの及び理論や原理が複数の科

目で重複しているものについて精査し、基礎的な理論や原理を１つの科目として学修する

内容となるよう、抜本的に教育内容を改めることとした。 

具体的には、理論や原理の重複がみられた授業科目を見直すとともに、授業科目の名称及

び講義等の内容の見直しを行い、開講科目全体の整合性を踏まえた教育内容となるよう改

めた。 

「コンピュータ概論」は、情報技術全般の理論や原理を俯瞰する教育内容としていたもの

の、「情報科学基礎」、「プログラミング基礎」、「情報通信ネットワーク」と教育内容の一部

が重複していたため削除し、「コンピュータ概論」に変えて、ハードウェアにおける基本設

計や設計思想などを理解する理論科目として、「コンピュータアーキテクチャ」を、システ

ム全体を管理するソフトウェアやミドルウェアに関する理論や原理について学修するため

の科目として、「オペレーティングシステム」を、情報システムを構築し、情報システムを

開発する技術、情報システムの効果を得るための技術などの理論や原理について学修する

ための科目として「システム開発技術」を新規に配置する。 

「ＩＣＴ演習」は、「ＩｏＴ演習」、「クラウド技術概論」、「データサイエンス演習」と教

育内容の一部が重複していたため削除し、ＩｏＴや情報システムと人間のインタフェース

に関する理論や原理について学修するための科目として、「サイバーフィジカルシステム基

礎」を新規に開講するとともに、「情報科学基礎」をＡＩ、データサイエンスに関する理論

や原理について学修するための科目として位置づけを明確にし、教育内容を変更した。 

「プログラミング基礎」は、コンピュータのプログラムを作成するための C 言語および

C++言語と、構造化やオブジェクト指向についての理論や原理を学修するための教育内容に

変更する。 

「情報科学基礎」は、ＡＩやデータサイエンスに関する理論や原理を学修するため、情報

の量、符号化等、情報に係る基礎的理論を学修するための教育内容に変更する。 

また、専門教育を学ぶための導入科目として、情報学全体を俯瞰し、情報の意義と分類や

記号などの体系と諸概念の理解を通じて、情報一般の原理を探究する態度を身に付けるた

めの教育内容として「情報の基礎」を新規に配置する。 
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（新旧対照表） 

区 分 新 旧 

授業科目

の変更 

（削除） コンピュータ概論 

（削除） ＩＣＴ演習 

情報の基礎 

オペレーティングシステム 

コンピュータアーキテクチャ 

サイバーフィジカルシステム基礎 

システム開発技術 

（追加） 

新規科目

の追加 

情報の基礎 

情報学部では、情報の生成・探索・

表現・蓄積・管理・認識・分析・変

換・伝達に関わる原理と技術を探求

し、社会に役立てられるようになる

ことを目指す。これらを学修するに

あたっての導入として、「物質」、「エ

ネルギー」に並ぶ第三の概念である

「情報」について、まずその本質を

理解し、さらに人間社会とのかかわ

り、意義、課題について理解すると

ともに、情報に係る、これから学ぶ

べき学問分野を俯瞰する。 

 

オペレーティングシステム 

本講義では、コンピューターを制

御、稼働させるための基本的な技術

である、基本ソフトウェアやミドル

ウェアについて理解することで、有

限の資源を複数の人間が効率よく

利用できるための環境を学修する

とともに、ネットワークやクラウ

ド、データベースなど多岐にわたる

今後の講義、演習および実習を受講

するための素養を養う。 

 

コンピュータアーキテクチャ 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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本講義では、コンピュータを設計し

実現するための基本的な技術であ

る、コンピュータのハードウェアに

関する技術に加え、入出力装置に関

する技術を理解することで、コンピ

ュータが機能するための要素を理

解し、自らその技術をつかいこなせ

るよう身に付けるとともに、今後の

講義、演習および実習を受講するた

めの素養を養う。 

 

サイバーフィジカルシステム基礎 

情報システムと現実世界とのイン

タフェースに関する原理や設計方

法として、計算機（サイバー空間）

と実世界（フィジカル空間）をつな

ぎ、様々な情報処理を行う技術につ

いて理解し、基礎となる機器や駆動

装置、それらを制御するための制御

理論に加え、人間の認知特性、画像

処理、対話手法などの特徴について

学修し、今後の演習および実習を受

講するための素養を養う。 

 

システム開発技術 

社会の基盤となっている情報シス

テムを構築し、情報システムを開発

する技術、情報システムの効果を得

るための技術に関する、原理や設計

方法について理解するとともに、情

報システムを取り巻く制度や情報

システムを導入する組織に関する

知識を学修することで、今後の演習

および情報システムを構築する各

種の実習を受講するための素養を

養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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講義等の

内容の変

更 

情報科学基礎 

コンピュータで処理可能な形式化

された情報に関して、情報の変換と

伝達に関わる原理や、情報の認識と

分析に関わる原理に加え、各種の計

算モデルについて理解し、その技術

を使いこなせるよう身に付けるこ

とで、今後の知識表現・知識処理や

ＡＩおよび機械学習、データサイエ

ンスに関する演習や実習を受講す

るための素養を養う。 

 

 

 

 

 

 

プログラミング基礎 

C言語を用い、変数、ポインタ、条

件分岐、関数呼び出し、入出力等、

データ構造と制御に係るプログラ

ミングの基礎を学修する。さらに

C++を用い、オブジェクト指向の基

本を学修する。Linux環境で実施す

る課題を課し、Linuxの基本コマン

ド、Emaxによるエディティング等、

プログラミングに必要な各種操作

についても併せて習得する。 

 

情報科学基礎 

コンピュータで問題を解くとはど

ういうことかという、情報科学の基

礎的概念を理解するために、実世界

の物や現象を情報として記述する

ためのモデル化の概念と手法、その

情報を処理して問題を解くための

概念および記述法を学修するとと

もに、画像処理、人工知能などの最

新トピックに触れながら問題解決

の表現手法や社会的価値創造など

について理解する。別途設置する

「コンピュータ概論」と併せること

で、コンピューティングに関する基

礎力を身につけ、今後の学修の土台

となる知識を修得する。 

 

プログラミング基礎 

手続き型、関数型、論理型、オブジ

ェクト指向などの基本的なパラダ

イムを俯瞰するとともに、構文規則

やコンパイラなどの言語処理系の

基礎を学修する。さらに Python の

プログラミング演習を通し、値、変

数と名前、演算の記号、配列、構造

化、部品化、再帰といったプログラ

ミングの基本要素を理解し、多様な

プログラミング言語の習得へ向け

た基礎とするとともに、論理的な思

考能力を身に付ける。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

４【全体計画審査意見５の回答について】 

＜教育課程の体系性が不整合＞ 

教育課程の体系性について、以下の点を抜本的に、是正すること。 

（２）授業形態として講義と演習が混在している科目において、各授業回が講義か演

習か説明がなされたが、例えば、マシンラーニング演習のシラバスでは講義と思われ

る授業内容が演習と記載されているなど、科目名称と授業形態が一致しておらず、不

整合が生じている。また、科目名称は演習とされているが、内容は講義や概論が主た

るものとなっているものも見受けられるため、科目内容と科目名称が一致するよう改

めること。 

（対応） 

授業形態として講義と演習が混在している全ての授業科目について精査した結果、以下

のように科目名称と授業形態が一致するよう科目名称および教育内容、またはシラバスの

記載を改めた。 

 

「システム開発技術」は、演習が主たるものであったため、名称を「システム開発技術演

習」に変更するとともに、授業形態を演習とした。また、この科目の前提となる講義科目「シ

ステム開発技術」を新たに開講する。 

「データベース演習」の科目内容は、講義が主たるものとなっていたことから、授業科目

の名称を「データベースの基礎」に、授業形態を講義と演習の混在から講義へ変更し、現在

のデータベースの基礎となっているリレーショナルデータベースを中心にその原理や概念

を理解し、さらに高度な知識を学修する基盤としての素養を身に付けるための科目として

教育内容を改めた。 

「情報セキュリティ」の科目内容は、講義が主たるものとなっていたことから、授業形態

を講義と演習の混在から講義へ変更し、潜在する脅威を理解した上で、安心・安全な情報シ

ステムを実現するためにとるべき対応について、ガイドラインおよび技術的手法の基本を

理解し、情報の関わるあらゆる場面において、セキュリティを意識することの必要性を理解

するための科目として教育内容を改めた。 

「情報と英語」の科目内容は、演習が主たるものとなっていることから、授業形態を講義

と演習の混在から演習へ変更する。 

「ＩｏＴ演習」は、演習が主たるものであったため、授業形態を講義と演習の混在から演

習へ変更した。また、この科目の前提となる講義科目「サイバーフィジカルシステム基礎」

を新たに開講する。 

「没入型コンピューティング演習」は、講義と演習が混在している授業形態であったが、

前提科目となる「サイバーフィジカルシステム基礎」において、画像処理などの理論や原理

を修得するため、より演習を充実させるため講義時間を 15 時間から 10 時間に、演習時間
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を 15時間から 20時間に変更するとともに、シラバスの記載を改めた。 

「分散型台帳技術演習」、「ハードウェア設計」、「マシンラーニング演習」は、引き続き講

義と演習が混在している授業形態とし、授業内容が授業形態と一致するようシラバスの記

載を改めた。 

 

【資料３】「没入型コンピューティング演習」シラバス 

  「分散型台帳技術演習」シラバス 

「ハードウェア設計」シラバス 

「マシンラーニング演習」シラバス 

 

（新旧対照表） 

区 分 新 旧 

授業科目

の名称の

変更及び

授業形態

の変更 

システム開発技術演習 

演習 

データベースの基礎 

講義 

情報セキュリティ 

講義 

情報と英語 

演習 

ＩｏＴ演習 

演習 

没入型コンピューティング演習 

講義と演習の混在 

講義１０時間、演習２０時間 

 

システム開発技術 

講義と演習の混在 

データベース演習 

講義と演習の混在 

情報セキュリティ 

講義と演習の混在 

情報と英語 

講義と演習の混在 

ＩｏＴ演習 

講義と演習の混在 

没入型コンピューティング演習 

講義と演習の混在 

講義１５時間、演習１５時間 

 

講義等の

内容の変

更 

システム開発技術演習 

多数のコンピュータ、スマートデバ

イスで稼働する多機能 （削除）   

な業務システムの設計を、ネットワ

ークの活用も含め学修する。また対

象業務の分析や要件定義、外部設計

など、システム開発の （削除） 工

程に係わる者、いわゆる （削除） 

システムエンジニアを対象とし、業

務に適したアーキテクチャ設計や

システム開発技術 

多数のコンピュータ、スマートデバ

イスで稼働する多機能で比較的大

規模な業務システムの設計を、ネッ

トワークの活用も含め学修する。ま

た対象業務の分析や要件定義、外部

設計など、システム開発の上流工程

作業に係わる者、いわゆる上級シス

テムエンジニアを対象とし、業務に

適したアーキテクチャ設計や全体



24 

全体最適化といった概念と、各種の

工程で必要となる設計者向けの知

識・技術を修得する。 

 

 

データベースの基礎 

データを組織化して一括管理する

データベースについて、その基本で

あるリレーショナルデータベース

をについて、データモデル、データ

ベース設計、データ操作言語、及び、

データベース管理システムの概要

について学ぶ。併せてオブジェクト

指向データベース、NoSQLについて

も触れ、データベースへの視野を広

げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報セキュリティ 

社会の基盤となっている情報シス

テムに対し、安心・安全な情報シス

テムの実現が求められている。本講

義では、情報セキュリティの概要

と、情報セキュリティを理解するた

め背景にある理論的な内容につい

て学修することで、安心・安全な情

報システムを実現するための原理

や設計方法を理解し、今後の演習お

よび実習を受講するための素養を

養う。 

最適化といった概念と、各種専門的

な業務分析や業務知識など、上流工

程で必要となる高度な設計者向け

の知識・技術を修得する。 

 

データベース演習 

データベースとは、検索や蓄積が容

易にできるよう整理された情報の

集まりであり、通常はコンピュータ

によって実現されたものを指し、デ

ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム 

(Database Management System 

DBMS) またはそれが扱う対象であ

ることについて概説する。そのうえ

で、データが管理され秩序立った集

合体であるデータベースの概念か

ら構造までを体系的に学修すると

ともに、データベースの必要性・有

効性を理解するとともに、データベ

ース・エンジン利用からデータベー

ス・ファイルの操作方法・管理・設

計手法について、講義と演習により

体系的に学修する。 

 

情報セキュリティ 

サイバーセキュリティの概要と、サ

イバーセキュリティを理解するた

め背景にある理論的な内容につい

て学修する。具体的には、理論計算

機科学、数理科学、暗号理論、ソフ

トウェア科学、ソフトウェア工学な

どの各種技術や理論が、ネットワー

クセキュリティ、システムセキュリ

ティ、アプリケーションセキュリテ

ィを含むサイバーセキュリティと

どのように関係するかについての
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知識と、不正アクセス禁止法などの

情報セキュリティ関連の法律・ガイ

ドラインについて学修する。 

 

 

科目名称と教育内容について精査を行った結果、以下の科目について、より教育内容を明

確とするため授業科目の名称を変更する。 

「ＡＩ演習」の科目内容は、ＡＩ技術の基盤技術である知識表現や知識処理であることか

ら、授業科目の名称を「知識表現・知識処理演習」に変更する。 

「ネットワーク実習」の科目内容は、ネットワーク上で情報をやりとりするプログラムに

関する一連の知識・技術を修得することであることから、授業科目の名称を「ネットワーク

プログラミング実習」に変更する。 

「データベース実習」の科目内容は、教育課程体系化の観点から、授業科目の名称を「デ

ータベース演習」に変更し、授業形態を実習科目から演習科目へ変更する。 

 

（新旧対照表） 

区 分 新 旧 

授業科目

の名称の

変更及び

授業形態

の変更 

知識表現・知識処理演習 

演習科目 

ネットワークプログラミング実習 

実習科目 

データベース演習 

演習科目 

 

ＡＩ演習 

演習科目 

ネットワーク実習 

実習科目 

データベース実習 

実習科目 

 

講義等の

内容の変

更 

知識表現・知識処理演習 

ＡＩとは、人工的にコンピューター

上などで人間と同様の知能を実現

させようという試みである。その発

展の歴史を概観すると共に、その基

礎である、知識の表現、探索、推論

などの手法を習得するともに、パタ

ーン認識、自然言語処理などの応用

例に触れ、オントロジーおよびセマ

ンティック技術による知識モデリ

ＡＩ演習 

ＡＩとは、人工的にコンピューター

上などで人間と同様の知能を実現

させようという試みである。その発

展の歴史を概観すると共に、その基

礎である、知識の表現、探索、推論

などの手法を習得するともに、パタ

ーン認識、自然言語処理などの応用

例に触れ、マシンラーニング等の先

進的手法習得への基礎とする。 
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ング，データ統合，意味処理に基づ

く推論などの各種手法習得への基

礎とする。 

 

ネットワークプログラミング実習 

プログラミング演習及びネットワ

ーク演習で修得した基礎知識を基

に、Web ページの設計、Web アプリ

ケーション構築などの実習を通し、

Webブラウザと Webサーバの間でど

のようなやりとりが行われている

のか、プログラムがどのようにデー

タを処理しているのかなど、ネット

ワーク上で情報をやりとりするプ

ログラムに関する一連の知識・技術

を修得する。 

 

データベース演習 

データベースの基礎で修得した基

礎知識を基に、データベースの構造

及び管理・運用について具体的技術

を習得するとともに、データベース

管理ステムの基本的操作法を習得

することにより、高度な情報人材と

なるために必要なデータベース分

野の技術を体系的に修得する。 

 

 

 

 

 

プログラミング実習 

ICT 演習及びネットワーク演習で修

得した基礎知識を基に、Web ページ

の設計、Web アプリケーション構築

などの実習を通し、Web ブラウザと

Web サーバの間でどのようなやりと

りが行われているのか、プログラム

がどのようにデータを処理してい

るのかなど、ネットワーク上で情報

をやりとりするプログラムに関す

る一連の知識・技術を修得する。 

 

 

データベース実習 

データベース演習によって修得し

た、データベースの概念から構造、

データベースの必要性・有効性、デ

ータベース・エンジン利用からデー

タベース・ファイルの操作方法・管

理・設計手法などを基にして、高度

な ICT人材となるために必要なデー

タベース分野について、テーブル設

計、E-R モデル、正規化理論などを

学修するとともに、高度なデータベ

ース操作言語である SQLを使いこな

す技術を体系的に修得する。 

 

 

 

 

また、科目名称は演習とされているが、内容は講義や概論が主たるものとなっていると見

受けられる可能性のある科目、「ICT演習（ハードウェア/ソフトウェア）」、「ICT演習（セキ
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ュリティ）」、「ICT演習（基本情報）」、「ICT演習（クラウド）」、「ICT演習（応用情報）」、「ICT

演習（IoT）」、「ICT 演習（ディープラーニング）」、「ICT 演習（セキュリティスペシャリス

ト）」、「ICT演習(組込システム)」、「ICT演習（データベーススペシャリスト）」について精

査した結果、シラバスの記載を改めた。 

 

【資料４】「ICT演習（ハードウェア/ソフトウェア）」シラバス 

  「ICT演習（セキュリティ）」シラバス 

「ICT演習（基本情報）」シラバス 

「ICT演習（クラウド）」シラバス 

「ICT演習（応用情報）」シラバス 

「ICT演習（IoT）」シラバス 

「ICT演習（ディープラーニング）」シラバス 

「ICT 演習（セキュリティスペシャリスト）」シラバス 

「ICT 演習(組込システム)」シラバス 

「ICT演習（データベーススペシャリスト）」シラバス 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

４【全体計画審査意見５の回答について】 

＜教育課程の体系性が不整合＞ 

教育課程の体系性について、以下の点を抜本的に、是正すること。 

（３）カリキュラム・ポリシーの④～⑨を達成するための基礎的な理論系科目が不十

分となっている。特に⑨については、養成する人材にあわせた科目が並んでいるが、

体系化されておらず、例えばプログラムであればＣ言語等、クラウドであればオペレ

ーションシステム等に関する基礎的な理論科目を学修しなないまま、演習や実習に臨

むこととなっている。他にも、一般的に情報科学の世界では、ＡＩはマシンラーニン

グの系統と位置付けられるがそのようになっていない、またデータマイニングはデー

タサイエンスの系統に位置付けられるが、そのようにもなっていない。教育課程の体

系性を適切に改めること。 

（対応） 

カリキュラム・ポリシーの④～⑨を達成するための基礎的な理論系科目について再検討

し、Ｃ言語などのコンピュータ言語とコンピュータプログラムの設計や実装について学修

するための理論系科目となるよう、「プログラミング基礎」の講義等の内容を見直すととも

に、システム全体を管理するソフトウェアに関する理論や原理について学修するための理

論系科目として、「オペレーティングシステム」を新規に配置する。 

そのうえで、カリキュラム・ポリシーの⑨を達成するための基礎的な理論系科目について

再検討し、データサイエンスやＡＩに関する理論や原理について学修するための理論系科

目として、「情報科学基礎」を配置するとともに、ＩｏＴやクラウドに関する理論や原理に

ついて学修するための理論系科目として、「サイバーフィジカルシステム基礎」を新規に配

置したうえで、教育課程の体系性について再検討し、【資料１】情報学部情報学科カリキュ

ラム体系図の通り、カリキュラム体系図を改めた。 

なお、カリキュラム・ポリシーの④～⑨を達成するための授業科目の配置の考え方につい

て、以下のとおり整理した。 

カリキュラム・ポリシーの④に掲げている「コンピュータの基本設計や設計思想に関する

理論と専門科目を学ぶうえで必要な数学や統計学に関する知識を身に付ける」ことから、理

論系科目として、「情報数学Ⅰ」、「情報数学Ⅱ」、「統計学」、「コンピュータアーキテクチャ」

及び「オペレーティングシステム」を配置し、実践系科目として、「ＩＣＴ演習（ハードウ

ェア／ソフトウェア）」、「ＩＣＴ演習（基本情報）」、「ＩＣＴ演習（応用情報）」を配置する。 

カリキュラム・ポリシーの⑤に掲げている「アルゴリズムとプログラミング及びデータ構

造に関する理論と技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」ことから、理論

系科目として、「データ構造とアルゴリズム」及び「プログラミング基礎」を配置し、実践

系科目として、「プログラミング演習」と「ネットワークプログラミング実習」、「ＡＰＩ実

習」を配置する。 
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カリキュラム・ポリシーの⑥に掲げている「ネットワークの設計と構築、運用と保守、安

全対策に関する理論と技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」ことから、

理論系科目として、「情報通信ネットワーク」及び「情報セキュリティ」を配置し、実践系

科目として、「ネットワーク演習」、「分散型台帳技術演習」及び「サイバーセキュリティ演

習」、「サイバーセキュリティ実習」、「ＩＣＴ演習（セキュリティ）」、「ＩＣＴ演習（セキュ

リティスペシャリスト）」を配置する。 

カリキュラム・ポリシーの⑦に掲げている「データベースの設計、操作言語、管理システ

ムに関する理論と技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」ことから、理論

系科目として、「データベースの基礎」を配置し、実践系科目として、「データベース演習」、   

「ＩＣＴ演習（データベーススペシャリスト）」を配置する。 

カリキュラム・ポリシーの⑧に掲げている「情報システムの開発、設計、運用と保守、評

価に関する理論と技術の習得のもとに、実際に活用する能力を身に付ける」ことから、理論

系科目として、「システム開発技術」を配置し、実践系科目として、「システム開発技術演習」

を配置する。 

カリキュラム・ポリシーの⑨に掲げている「クラウド、ＩｏＴ、ＡＩ、データサイエンス

に関する理論や技術の習得と、情報技術を応用的に活用する能力を身に付ける」ことから、

ＩｏＴに関する理論系科目として、「サイバーフィジカルシステム基礎」を配置し、ＩｏＴ

に関する実践系科目として、「ＩｏＴ演習」、「ＩｏＴ実習」、「ＩＣＴ演習（ＩｏＴ）」、「ハー

ドウェア設計」、「ロボティクス実習」、「ＩＣＴ演習（組込システム）」、「没入型コンピュー

ティング演習」、「没入型コンピューティング実習」、「ユーザエクスペリエンス」を配置する。

クラウドに関する理論系科目として、「クラウド技術概論」を配置し、クラウドに関する実

践系科目として「クラウドベーシック&マーケティング」、「クラウドプラットフォーム実習

Ⅰ」、「クラウドプラットフォーム実習Ⅱ」を配置する。ＡＩ、データサイエンスに関する理

論系科目として、「情報科学基礎」を配置し、ＡＩ、データサイエンスに関する実践系科目

として「知識表現・知識処理演習」、「ＡＩ実習」、「マシンラーニング演習」、「マシンラーニ

ング実習」、「ＩＣＴ演習（ディープラーニング）」、「データサイエンス演習」、「データサイ

エンス実習」、「データマイニング演習」を配置する。 

なお、ＡＩ、データサイエンスに関する教育課程の体系性においては、ＡＩの主要分野の

一つである、「知識表現・推論」に対応する系統として、オントロジーおよびセマンティッ

ク技術による知識モデリング、データ統合、意味処理に基づく推論などの技術を学ぶ「知識

表現・知識処理演習」、「ＡＩ実習」を、ＡＩのもう一つの主要分野である、「学習」に対応

する系統として、「マシンラーニング演習」、「マシンラーニング実習」、「ＩＣＴ演習（ディ

ープラーニング）」をそれぞれ系統立てている。さらにデータサイエンスの系統として、「デ

ータサイエンス演習」、「データサイエンス実習」、「データマイニング演習」を系統立てた。 

カリキュラムポリシー①から⑨の職業専門科目について、集大成となる科目として、２年

３期までの集大成として「臨地実務実習Ⅰ」と３年２期までの集大成として「臨地実務実習
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Ⅱ」を配置する。 

 

【資料１】情報学部 情報学科 カリキュラム体系図 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

５【全体計画審査意見 5の回答について】 

 ＜教育水準に疑義のある科目＞ 

いまだ「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」の教育内容について、卒業に必要な単位に算入する大

学水準の教育内容であるか疑義があるため、以下の点を明らかにすること。 

（１）学習方法、学習課題に事例研究、ディスカッション、ロールプレイング等が挙げられ

ているが、シラバスに記載された内容だけでは具体的な教育手法や内容が判断できな

いため、各授業回で取り上げるテーマをより具体的に説明すること。 

（対応） 

「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」の教育内容が、卒業に必要な単位に算入する大学水準の教育内

容であることを示すために、シラバスにおける各授業回で取り上げるテーマが具体的とな

るよう、資料５の通り、シラバスを改めた。 

【資料５】新キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ シラバス（授業計画） 

【資料６】旧キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ シラバス（授業計画） 

 

□キャリアデザインⅠ 

１ テーマ：キャリアデザインの概念、キャリア形成において育成すべき能力の理解 

内容：キャリアデザインの概念、意義、目的及びキャリア形成において必要となる基礎的・

汎用的能力を構成する４つの能力（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、

課題対応能力、キャリアプラニング能力）を理解する。（この四つの能力は中央教育審議会

が「社会的・職業的自立に向け、必要な基礎となる能力や態度」のうち、その育成をキャリ

ア教育が中核的に担うべきものとして示した「基礎的・汎用的能力」）※講義 

２ テーマ：ファシリテーション論の理解 

内容：議論の目的と進め方や議論をまとめる方法や手法について理解する。※講義 

３ テーマ：ファシリテーションの実践 

内容：議論の場面を設定し、議論の進め方の問題点や解決方法を理解する。 

※ロールプレイング 

４ テーマ：キャリアデザインに必要となるキャリア理論の理解 

内容：ドナルド・スーパーの「ライフ・キャリア・レインボウ（人生における役割とキャリ

アの関係を図式化したもの）」などを手掛かりに、キャリア理論の基礎的諸概念を理解する。 

※講義 

５ テーマ：モティベーション論の理解 

内容：様々なモティベーション論の提示する諸概念を理解する。 

※講義 
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６ テーマ：目標設定と目標管理の方法の理解 

内容：目標設定と目標管理に関する方法を講義するとともに、成功例や失敗例を取り上げて、

目標設定の効果が最大化される条件を考察する。 

※講義、事例研究、ディスカッション 

７ テーマ：目標設定の実践① 

内容：目標設定シートの作成方法と目標設定シートの有効的な活用法について理解す 

る。※演習 

８ テーマ：目標設定の実践② 

内容：目標設定シートの作成と発表を通して、目標の質を高めることについて理解する。 

※ディスカッション 

 

□キャリアデザインⅡ 

１ テーマ：キャリアデザインの概念、チームの力を最大化するための方法の理解 

内容：仕事を進めるうえでの基礎力となる対人能力、対自己能力、対課題能力、処理力・思

考力を理解する。※講義 

２ テーマ：チームワーク、協働力の重要性の理解 

内容：チームワーク、協働力の意義や定義と重要性及びグループとチームの違いについて社

会学やキャリア理論を踏まえて理解する。※講義 

３ テーマ：チームワーク、協働力に関する事例研究➀ 

内容：仕事におけるチームワークのあり方や協働力の重要性について、事例を取り上げて考

察する。※事例研究 

４ テーマ：チームワーク、協働力に関する事例研究② 

内容：社会・組織・集団における人間関係のあり方について、事例を取り上げて考察する。 

※事例研究 

５ テーマ：統率力、リーダーシップ理論、動機づけ理論の理解 

内容：リーダーシップの意味や定義と種類及び能力や要素と開発方法について理解す 

る。※講義 

６ テーマ：会話コミュニケーションによる相互信頼感形成に向けた理解 

内容：会話コミュニケーションを通じた合意形成が人間関係としての心理的な相互信 

頼感の構築にどのように影響するかを理解する。※講義 

７ テーマ：組織マネジメントとリーダーシップとの関係性の理解 

内容：目的や方向に向かって多くの人々をまとめて率いるための方法について考察する。※

事例研究 

８ テーマ：他者との協調・協働の考察 

内容：他者と協調・協働して行動することの重要性や留意点について考える。 

※ディスカッション 
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□キャリアデザインⅢ 

１ テーマ：キャリアデザインの概念、プロフェッショナルキャリアの理解 

内容：プロの専門職業人として活躍するための条件、道筋、必要なスキルを理解する。 

※講義 

２ テーマ：職業選択のための考え方の理解 

内容：キャリアアンカー（最重要な価値観）の理論を踏まえて、仕事の選び方や仕事を選ぶ

ときに重視する項目など職業選択について理解する。 

※講義 

３ テーマ：企業の人事担当者からの学び 

内容：企業理念や経営方針と企業の仕組み及び企業が求める人材像について考察する。 

※ゲストスピーカー 

４ テーマ：専門職業人からの学び 

内容：職業選択のための基礎知識として、業界・業種・職種などへの理解を深める。 

※ゲストスピーカー 

５ テーマ：企業についての研究と考察 

内容：業界・業種・職種毎に企業が求める人材像と企業の仕組みについて考える。 

※ディスカッション 

６ テーマ：自己分析の目的と方法の理解 

内容：自分の個性や性格を理解するための自己分析の目的と自己分析の方法について理解

する。 ※講義 

７ テーマ：自己分析の実践 

内容：自分史の作成と発表を通して、自分の資質や能力についての認識を深める。 

※演習、ディスカッション 

８ テーマ：生涯現役のキャリアデザインについて考える 

内容：生涯学習の意義と方法や生涯学習と社会教育・家庭教育・学校教育について理解する。 

※講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

（是正事項）情報学部 情報学科 

５【全体計画審査意見 5の回答について】 

 ＜教育水準に疑義のある科目＞ 

いまだ「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」の教育内容について、卒業に必要な単位に算入する大

学水準の教育内容であるか疑義があるため、以下の点を明らかにすること。 

（２）効果的な学習のため授業計画の初期に議論をまとめる方法や手法などの基礎的な理

論を学ぶ授業計画及びシラバスに改めること。 

 

（対応） 

「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」の教育内容について、効果的な学習のための授業計画となるよ

う、教育計画の第一段階を担う「キャリアデザインⅠ」においてはキャリアとは何か、キャ

リア教育とは何かといったキャリア理論の基礎概念、モチベーションに関する様々な理論

といった基礎概念の理解に重点を置くとともに、集団による問題解決、アイデア創造、合意

形成等のあらゆる知識創造活動を支援し促進していくファシリテーションの方法を学ぶ。 

これを踏まえ、資料２の通り、シラバスを改めた。 

【資料２】新キャリアデザインⅠ シラバス（授業計画） 

【資料３】旧キャリアデザインⅠ シラバス（授業計画） 

 

１ テーマ：キャリアデザインの概念、キャリア形成において育成すべき能力の理解 

内容：キャリアデザインの概念、意義、目的及びキャリア形成において必要となる基礎的・

汎用的能力を構成する４つの能力（人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、

課題対応能力、キャリアプラニング能力）を理解する。（この四つの能力は中央教育審議会

が「社会的・職業的自立に向け、必要な基礎となる能力や態度」のうち、その育成をキャリ

ア教育が中核的に担うべきものとして示した「基礎的・汎用的能力」）※講義 

２ テーマ：ファシリテーション論の理解 

内容：議論の目的と進め方や議論をまとめる方法や手法について理解する。※講義 

３ テーマ：ファシリテーションの実践 

内容：議論の場面を設定し、議論の進め方の問題点や解決方法を理解する。 

※ロールプレイング 

４ テーマ：キャリアデザインに必要となるキャリア理論の理解 

内容：ドナルド・スーパーの「ライフ・キャリア・レインボウ（人生における役割とキャリ

アの関係を図式化したもの）」などを手掛かりに、キャリア理論の基礎的諸概念を理解する。 

※講義 

５ テーマ：モティベーション論の理解 

内容：様々なモティベーション論の提示する諸概念を理解する。 

※講義 
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６ テーマ：目標設定と目標管理の方法の理解 

内容：目標設定と目標管理に関する方法を講義するとともに、成功例や失敗例を取り上げて、

目標設定の効果が最大化される条件を考察する。 

※講義、事例研究、ディスカッション 

７ テーマ：目標設定の実践① 

内容：目標設定シートの作成方法と目標設定シートの有効的な活用法について理解す 

る。※演習 

８ テーマ：目標設定の実践② 

内容：目標設定シートの作成と発表を通して、目標の質を高めることについて理解する。 

※ディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



36 

（是正事項）情報学部 情報学科 

５【全体計画審査意見 5の回答について】 

 ＜教育水準に疑義のある科目＞ 

いまだ「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」の教育内容について、卒業に必要な単位に算入する大

学水準の教育内容であるか疑義があるため、以下の点を明らかにすること。 

（３）使用する教科書は「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」すべて、実践ビジネスマナーや就職ガ

イド等の書籍が指定されており、授業科目の概要に記載された教育が適切に行われる

のか疑義がある。教科書について大学水準の教育内容にふさわしい書籍であることを

説明するか、必要に応じて改めること。 

 

（対応） 

「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」に使用する教科書について、授業科目の概要に記載された教

育が適切に行われるのか疑義があるとの審査意見を踏まえて検討した結果、「キャリアデザ

インⅠ～Ⅲ」において使用する教科書について、キャリアデザインⅠにおいては、授業計画

の初期に基礎的な理論を学ぶことが必要との指摘を踏まえ、キャリア教育について学ぶ上

で定評のある「キャリア教育基礎論」（著者は元文科省キャリア教育担当調査官）、ファシリ

テーションの入門テキストとして多くの大学や企業で採用されこの分野の標準テキストと

なっている「ファシリテーション入門」及びモチベーション理論の百年以上の歴史を踏まえ

て現存する諸理論を相互に関連づけながら網羅した「ワーク・モティベーション」（原著者

のゲイリー・レイサムはトロント大学ロットマン経営大学院教授）を参考書として指定する

とともに、基礎概念の着実な理解を助けるため、これらの参考書に基づいて、毎回授業レジ

ュメを配布する。キャリアデザインⅡ・Ⅲについては、大阪大学で開講されているキャリア

デザイン概論の参考書籍として使用されている「キャリアデザイン入門[Ⅰ][Ⅱ]（日本経済

出版社）」を参考書として指定するとともに、キャリアデザインⅡについては協働力、統率

力等のコミュニケーション力育成のための教育内容に適する、編者ハーバード・ビジネス・

レビュー編集部の「コミュニケーションの教科書」を参考書として指定し、これらの参考書

に基づいて、毎回授業レジュメを配布する。 

 

本学の授業科目の概要に記載した教育を適切に行える大学水準の教育内容にふさわしい

書籍と判断し同書を教科書に指定する。これを踏まえ、資料２の通り、シラバスを改めた。 

【資料２】新キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ シラバス（授業計画） 

【資料３】旧キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ シラバス（授業計画） 

 

（新旧対照表） 

新 旧 

【キャリアデザインⅠ】 【キャリアデザインⅠ～Ⅲ】 
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（教科書） 

・毎回、授業レジュメを配付する。 

（参考書） 

・『キャリア教育基礎論－正しい理解と実

践のために－』実業之日本社，2014年 10

月 

・『ファシリテーション入門（第 2 版）』日

本経済新聞出版社,2018年 

・『ワーク・モティベーション』NTT 出

版,2009年 6月 

（その他資料） 

・適宜、ワークシートを配付する。 

 

【キャリアデザインⅡ】 

（教科書） 

・毎回、授業レジュメを配付する。 

（参考書） 

・『キャリアデザイン入門[Ⅰ]』日本経済新

聞出版社,2006年 3月 

・『ハーバード・ビジネス・レビューコミュ

ニケーション論文ベスト１０「コミュニ

ケーションの教科書」』，ダイヤモンド

社,2018年 12月 

（その他資料） 

・適宜、ワークシートを配付する。 

 

【キャリアデザインⅢ】 

（教科書） 

・毎回、授業用レジュメを配付する。 

（参考書） 

・『キャリアデザイン入門[Ⅱ]』日本経済新

聞出版社,2006年 3月 

（その他資料） 

・適宜、ワークシートを配付する。 

 

（教科書） 

・『社会でいきる実践ビジネスマナー』，㈱

ウィネット，2016年 2月 

・『勝つための就職ガイド SUCCESS』，㈱ウ

ィネット，2016年 2月 

（参考書） 

・『大人の常識！マナーハンドブック』，㈱

ウィネット，2016年 2月 

（その他の資料） 

・『SUCCESS 別冊ワークシート』，㈱ウィネ

ット，2016年 2月 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

６【全体計画審査意見 8（１）の回答について】 

 ＜理論系科目が不十分＞ 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的に理論系科目の構成を改めること。 

 

（対応） 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的に理論系科目の構成を以下の様に改めた。 

理論系科目については、「情報の基礎」「情報数学Ⅰ」「情報数学Ⅱ」「統計学」「コンピュ

ータアーキテクチャ」「オペレーティングシステム」「データ構造とアルゴリズム」「プログ

ラミング基礎」「情報通信ネットワーク」「情報セキュリティ」「データベースの基礎」「情報

科学基礎」「システム開発技術」「サイバーフィジカルシステム基礎」「クラウド技術概論」

の１５科目を配置することとした。 

これら理論系科目の教育内容については、以下のとおりとする。 

「情報の基礎」は、「物質」、「エネルギー」に並ぶ第三の概念である「情報」について、

まずその本質を理解し、さらに人間社会とのかかわり、意義、課題について理解するととも

に、情報学全体を俯瞰することで今後の学修の方向性を理解し、情報一般の原理を探究する

態度を身に付けるための教育内容として配置する。 

「情報数学Ⅰ・Ⅱ 」及び「統計学」は、情報学部における全分野の基礎となる理論であ

る、線形代数、解析、および統計の基本を学ぶための教育内容として配置する。 

「コンピュータアーキテクチャ」は、周辺装置や入出力装置を含め、コンピュータのハー

ドウエアがどのような要素から構成され、どのように情報処理を遂行するかについて理解

し、以後に学修する応用技術の基盤となる素養を身に付けるための教育内容として配置す

る。 

「オペレーティングシステム」は、プロセス管理、入出力管理、記憶管理など、コンピュ

ータの構成要素を制御し、情報処理を効率的に行うための基本的機能と概念を理解し、以後

に学修する応用技術の基盤となる素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「データ構造とアルゴリズム」は、コンピュータで扱われる基本的データ構造、およびそ

れを扱うための基本的アルゴリズムの原理と技法、特徴を理解し、さらに高度な知識と技術

を学修する基盤としての素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「プログラミング基礎」は、C言語および C++言語を用い、変数、構造体、条件判断、再

帰的処理、構造化、オブジェクト指向など、プログラミングを学ぶ上での基礎となる概念を

理解し、さらに高度な知識と技術を学修する基盤としての素養を身に付けるための教育内

容として配置する。 

「情報通信ネットワーク」は、プロトコルやその階層化の概念、経路制御、認証など、コ

ンピュータネットワークの基本概念と構造を理解し、さらに高度な知識と技術を学修する

基盤としての素養を身に付けるための教育内容として配置する。 
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「情報セキュリティ」は、潜在する脅威を理解した上で、安心・安全な情報システムを実

現するためにとるべき対応について、ガイドラインおよび技術的手法の基本を理解し、情報

の関わるあらゆる場面において、セキュリティを意識することの必要性を理解するための

教育内容として配置する。 

「データベースの基礎」は、現在のデータベースの基礎となっているリレーショナルデー

タベースを中心にその原理や概念を理解し、さらに高度な知識と技術を学修する基盤とし

ての素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「情報科学基礎」は、情報の量、符号化、伝送等に係る基礎的理論を理解し、さらに高度

な知識と技術を学修する基盤となる素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

「システム開発技術」は、モデリングや要求定義等、情報システムを設計・構築するため

の基礎となる概念と原理について理解し、身に付けるための教育内容として配置する。 

「サイバーフィジカルシステム基礎」は、計算機（サイバー空間）と実世界（フィジカル

空間）をつなぎ、様々な情報処理を行う技術の基礎として、機器や駆動装置の原理と、それ

らを制御するための制御理論に加え、人間の認知特性、画像処理、対話手法などの基本につ

いて学修し、今後の演習および実習を受講するための素養を身に付けるための教育内容と

して配置する。 

「クラウド技術概論」は、実際の情報処理を行う環境として不可欠となっているクラウド

について、その概念、それを支える基礎技術を理解し、以後に学修する応用技術の基盤とな

る素養を身に付けるための教育内容として配置する。 

 

【資料１】情報学部 情報学科 カリキュラム体系図 

 

情報学部 理論科目一覧 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

７【全体計画審査意見 9の回答について】 

 ＜教育内容が重複＞ 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的に教育内容の重複を改めること。 

（対応） 

 審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、理論や原理が複数の演習科目や講義科目に分散

しているもの及び理論や原理が複数の科目で重複しているものについて精査し、基礎的な

理論や原理を１つの科目として学修する内容となるよう、抜本的に教育内容を改めること

とした。 

具体的には、理論や原理の重複がみられた授業科目を見直すとともに、授業科目の名称及

び講義等の内容の見直しを行い、開講科目全体の整合性を踏まえた教育内容となるよう改

めた。 

「コンピュータ概論」は、情報技術全般の理論や原理を俯瞰する教育内容としていたもの

の、「情報科学基礎」、「プログラミング基礎」、「情報通信ネットワーク」と教育内容の一部

が重複していたため削除し、「コンピュータ概論」に変えて、ハードウェアにおける基本設

計や設計思想などを理解する理論科目として、「コンピュータアーキテクチャ」を、システ

ム全体を管理するソフトウェアやミドルウェアに関する理論や原理について学修するため

の科目として、「オペレーティングシステム」を、情報システムを構築し、情報システムを

開発する技術、情報システムの効果を得るための技術などの理論や原理について学修する

ための科目として「システム開発技術」を新規に配置する。 

「ＩＣＴ演習」は、「ＩｏＴ演習」、「クラウド技術概論」、「データサイエンス演習」と教

育内容の一部が重複していたため削除し、ＩｏＴや情報システムと人間のインタフェース

に関する理論や原理について学修するための科目として、「サイバーフィジカルシステム基

礎」を新規に開講するとともに、「情報科学基礎」をＡＩ、データサイエンスに関する理論

や原理について学修するための科目として位置づけを明確にし、教育内容を変更した。 

「プログラミング基礎」は、コンピュータのプログラムを作成するための C 言語および

C++言語と、構造化やオブジェクト指向についての理論や原理を学修するための教育内容に

変更する。 

「情報科学基礎」は、ＡＩやデータサイエンスに関する理論や原理を学修するため、情報

の量、符号化等、情報に係る基礎的理論を学修するための教育内容に変更する。 

また、専門教育を学ぶための導入科目として、情報学全体を俯瞰し、情報の意義と分類や

記号などの体系と諸概念の理解を通じて、情報一般の原理を探究する態度を身に付けるた

めの教育内容として「情報の基礎」を新規に配置する。 
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（新旧対照表） 

区 分 新 旧 

授業科目

の変更 

（削除） コンピュータ概論 

（削除） ＩＣＴ演習 

情報の基礎 

オペレーティングシステム 

コンピュータアーキテクチャ 

サイバーフィジカルシステム基礎 

システム開発技術 

（追加） 

新規科目

の追加 

情報の基礎 

情報学部では、情報の生成・探索・

表現・蓄積・管理・認識・分析・変

換・伝達に関わる原理と技術を探求

し、社会に役立てられるようになる

ことを目指す。これらを学修するに

あたっての導入として、「物質」、「エ

ネルギー」に並ぶ第三の概念である

「情報」について、まずその本質を

理解し、さらに人間社会とのかかわ

り、意義、課題について理解すると

ともに、情報に係る、これから学ぶ

べき学問分野を俯瞰する。 

 

オペレーティングシステム 

本講義では、コンピューターを制

御、稼働させるための基本的な技術

である、基本ソフトウェアやミドル

ウェアについて理解することで、有

限の資源を複数の人間が効率よく

利用できるための環境を学修する

とともに、ネットワークやクラウ

ド、データベースなど多岐にわたる

今後の講義、演習および実習を受講

するための素養を養う。 

 

コンピュータアーキテクチャ 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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本講義では、コンピュータを設計し

実現するための基本的な技術であ

る、コンピュータのハードウェアに

関する技術に加え、入出力装置に関

する技術を理解することで、コンピ

ュータが機能するための要素を理

解し、自らその技術をつかいこなせ

るよう身に付けるとともに、今後の

講義、演習および実習を受講するた

めの素養を養う。 

 

サイバーフィジカルシステム基礎 

情報システムと現実世界とのイン

タフェースに関する原理や設計方

法として、計算機（サイバー空間）

と実世界（フィジカル空間）をつな

ぎ、様々な情報処理を行う技術につ

いて理解し、基礎となる機器や駆動

装置、それらを制御するための制御

理論に加え、人間の認知特性、画像

処理、対話手法などの特徴について

学修し、今後の演習および実習を受

講するための素養を養う。 

 

システム開発技術 

社会の基盤となっている情報シス

テムを構築し、情報システムを開発

する技術、情報システムの効果を得

るための技術に関する、原理や設計

方法について理解するとともに、情

報システムを取り巻く制度や情報

システムを導入する組織に関する

知識を学修することで、今後の演習

および情報システムを構築する各

種の実習を受講するための素養を

養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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講義等の

内容の変

更 

情報科学基礎 

コンピュータで処理可能な形式化

された情報に関して、情報の変換と

伝達に関わる原理や、情報の認識と

分析に関わる原理に加え、各種の計

算モデルについて理解し、その技術

を使いこなせるよう身に付けるこ

とで、今後の知識表現・知識処理や

ＡＩおよび機械学習、データサイエ

ンスに関する演習や実習を受講す

るための素養を養う。 

 

 

 

 

 

 

プログラミング基礎 

C言語を用い、変数、ポインタ、条

件分岐、関数呼び出し、入出力等、

データ構造と制御に係るプログラ

ミングの基礎を学修する。さらに

C++を用い、オブジェクト指向の基

本を学修する。Linux環境で実施す

る課題を課し、Linuxの基本コマン

ド、Emaxによるエディティング等、

プログラミングに必要な各種操作

についても併せて習得する。 

 

情報科学基礎 

コンピュータで問題を解くとはど

ういうことかという、情報科学の基

礎的概念を理解するために、実世界

の物や現象を情報として記述する

ためのモデル化の概念と手法、その

情報を処理して問題を解くための

概念および記述法を学修するとと

もに、画像処理、人工知能などの最

新トピックに触れながら問題解決

の表現手法や社会的価値創造など

について理解する。別途設置する

「コンピュータ概論」と併せること

で、コンピューティングに関する基

礎力を身につけ、今後の学修の土台

となる知識を修得する。 

 

プログラミング基礎 

手続き型、関数型、論理型、オブジ

ェクト指向などの基本的なパラダ

イムを俯瞰するとともに、構文規則

やコンパイラなどの言語処理系の

基礎を学修する。さらに Python の

プログラミング演習を通し、値、変

数と名前、演算の記号、配列、構造

化、部品化、再帰といったプログラ

ミングの基本要素を理解し、多様な

プログラミング言語の習得へ向け

た基礎とするとともに、論理的な思

考能力を身に付ける。 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

８【全体計画審査意見 11の回答について】 

＜シラバスの記載が不十分＞ 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的にシラバスを改めること。 

 

（対応） 

審査意見【1】及び【4】の内容を踏まえ、抜本的にシラバスを改めた。 

 

【資料７】情報学部シラバス（授業計画） 
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（是正事項）情報学部 情報学科 

９【全体計画審査意見 12の回答（２）、（３）について】 

＜実習施設における学生の具体的実習内容が不明＞ 

臨地実務実習施設の概要の書類で実習先の事業説明がなされたが、いまだ実習先ごとの

学生の具体的実習内容が不明であり、実習先で臨地実務実習の授業到達目標が達成される

のか不明である。 

例えば、実習先の一つのパソコン教室を挙げても、パソコンを児童に教えるのか、業務に

関連したシステムを作成するのかも不明である。改めて、実習先ごとの学生の具体的実習内

容を明らかにし、臨地実務実習先の教育にふさわしい施設であることを明らかとすること。

また、必要に応じて実習先を改めること。 

（対応） 

臨地実務実習施設の概要を精査し、実習先ごとの学生の具体的実習内容が不明瞭であっ

たため、各実習施設における実習内容を明記した。 

 例として挙げられているパソコン教室の実習内容は、「臨地実務実習Ⅰ」では、プログラ

ミング教室・パソコン教室およびポータルサイトにおける各種コンテンツや受講生データ

に対し、優秀生の特徴を分析して他の生徒も成績を向上できるようにカリキュラムを検討

するための優等生特徴分析、中退者などの特徴を分析して中退者の予測や候補者への働き

かけを行う中退者特徴分析、宣伝対象の絞り込みや広告内容を効率化し生徒数を拡充させ

る事で経営を安定化させる流入経路特徴分析を行うこと。「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実

務実習Ⅰ」で行った考察に基づき、コンテンツの企画・設計・開発・検証・アフターサポー

トを行い、新たなコンテンツを自ら開発・提供する過程を通じて、要求仕様に応えるコンテ

ンツ開発の技術及び手法を体得するとともに、例えば生徒の年齢や国籍・入学時の成績など

を元に起業率や資格取得率について特徴分析や、教室間での移籍を活性化させるための教

室間の重複・競合などついて分析を行うなど、新たな分析軸を考案し、経営層に対し新たな

価値創造のための提案を行うことであり、「臨地実務実習Ⅰ」の目的である、データの流れ

（入手、加工、保管）から見える課題を把握し自ら考える習慣を身につけ、様々な観点から

その解決法を考察し、整理されたデータから、課題解決を焦点化する態度と技法を理解する

とともに、データを可視化し、課題解決手法を広く一般に周知する技法を理解すること、「臨

地実務実習Ⅱ」の目的である、企業の入手したデータを整理し、整理されたデータを解析す

ることで、データの有意な規則性を発見する技法を理解し、そこから課題を発見し、課題解

決策や新たなモノやサービスを計画、設計、実装、検証することで創造的な能力と実践的な

態度を身に付けることという、科目の到達目標が十分に達成可能な施設と判断したことか

ら選定に至った。 

 

【資料８】情報学部 臨地実務実習施設の概要 
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（新旧対照表）様式第７号の４（その３）【臨地実務実習施設の概要】 

「当該施設の選定理由」の修正 

新 旧 

１．富士ゼロックス新潟株式会社 

同社は個人・法人を対象にカラー複合機等の富

士ゼロックス製品の販売および保守、PC、アプリ

ケーションソフトおよびネットワーク関連商品

の販売、ソリューションサービスなどを提供し

ている。富士ゼロックス製品のみならずあらゆ

る IT関連機器やソフトウェアを組み合わせ、新

た な 価 値 創 造 の 実 現 す る 「 Smart Work 

Innovation」をキーワードに事業を展開してい

る。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、顧客機器およびソリュ

ーションサービスについて、クライアントに対

する保守点検から抽出される活用実績・頻度等

の顧客情報に関するデータを獲得し、可視化し

たうえで、活用方法の最適化に向けたデータ分

析、効率、コスト抑制等の相関性を検討し、課題

を把握することにより、本学情報学部の「臨地実

務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営

組織の理解、データを可視化し、手法を広く一般

に周知する技法の理解等、本学の臨地実務実習

Ⅰの授業到達目標に即した実習が十分期待でき

ると判断することから、同施設の選定に至った。 

 

 

２．株式会社スピードパーク新潟 

同社はレーシングカート競技の主催や部品メー

カーの走行テストなどの企画開発の展開してお

り、モータースポーツの過酷な環境下において

抽出される、センサから得られる走行情報（速度

や加速度、エンジンの回転数、ブレーキ圧など）

に関するデータを獲得し、分析する業務を行っ

ている。 

１．富士ゼロックス新潟株式会社 

同社は個人・法人を対象にカラー複合機等の富

士ゼロックス製品の販売および保守、PC、アプリ

ケーションソフトおよびネットワーク関連商品

の販売、ソリューションサービスなどを提供し

ている。富士ゼロックス製品のみならずあらゆ

る IT関連機器やソフトウェアを組み合わせ、新

た な 価 値 創 造 の 実 現 す る 「 Smart Work 

Innovation」をキーワードに事業を展開してい

ることから、 

  （追加）   

 

 

 

 

 

本学情報学部の

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法(追加)等、本学の臨

地実務実習の内容に即した実習が十分期待でき

ると判断することから、同施設の選定に至った。 

 

 

２．株式会社スピードパーク新潟 

(追加)レーシングカート競技(追加)や部品メー

カーの走行テストなどの企画開発を展開してお

り、モータースポーツの過酷な環境下において 

（追加） 、センサから得られる走行情報（速度

や加速度、エンジンの回転数、ブレーキ圧など）

と現実との相関分析などを行うことにより、 

        （追加）   
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「臨地実務実習Ⅰ」では、同社で行われているレ

ース・走行会・試験走行によって得られる走行情

報、走行中に収集した周回ごとの車両情報に関

するデータを獲得し、可視化したうえで、スピー

ドとの相関性を分析、データ処理を行い、走行中

の課題を把握することにより、本学情報学部「臨

地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの

流れから見える課題の把握、課題解決を焦点化、

経営組織の理解、データを可視化し、手法を広く

一般に周知する技法の理解等、本学の臨地実務

実習Ⅰの授業到達目標に即した実習が十分期待

できると判断すること、また、「臨地実務実習Ⅱ」

では、「臨地実務実習Ⅰ」で行った考察に基づき、

走行中における新たな分析軸を検討するととも

に、走行データ取得に必要となる各種機器の設

計・性能テスト・検証・接続・設置などに加え、

機器や取得するデータに応じたソフトウェア開

発の社内提案、実装を行うことにより、「臨地実

務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、データ解析によるデー

タ有意な規則性発見、経営課題の理解、課題解決

策を実現するため計画・設計・実装・検証の一連

の理解、新たな課題解決策の提案   （削除）    

等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到

達目標に即した実習が十分期待できると判断す

ることから同施設の選定に至った。 

 

 

３．株式会社シアンス 

同社は、官公庁の大規模システム案件を受託開

発や、地元新潟の製造・流通業の業務システムや

企業の基幹システム等の提案から開発・保守、地

元新潟の民間企業・官公庁・公社等の Web サイ

ト制作などを行っている。また、顧客の抱える課

題や要望に対し、オーダーメイドでシステムや

Web サイトの提案から開発・制作を行い、アフサ

 

  

 

 

 

本学情

報学部「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法(追加) 等、本

学の臨地実務実習の内容に即した実習が十分期

待できると判断すること、また 

        （追加）   

 

 

 

 

「臨地実

務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、データ解析によるデー

タ有意な規則性発見、経営組織の理解、課題解決

策を実現するため計画・設計・実装・検証の一連

の理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏打ち

された経営の意思決定等、本学の臨地実務実習

の内容に即した実習が十分期待できると判断す

ることから同施設の選定に至った。 

 

 

３．株式会社シアンス 

同社は、官公庁の大規模システム案件を受託開

発や、地元新潟の製造・流通業の業務システムや

企業の基幹システム等の提案から開発・保守、地

元新潟の民間企業・官公庁・公社等の Web サイ

ト制作などを行っていること。また顧客の抱え

る課題や要望に対し、オーダーメイドでシステ

ムや Web サイトの提案から開発・制作を行い、
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ーサポートまでの解決支援を提供している。 

「臨地実務実習Ⅰ」では、企業や行政機関の広

報・採用活動を促進する Web サイトを活用した

Web マーケティングについて、クライアントがタ

ーゲットとする市場の特徴を分析して、より効

果的な Web サイトを構築するため、アクセス解

析によって入手したデータを「属性データ」「行

動データ」「コンバージョンデータ」に分類・分

析し、その相関性の考察により、課題の把握、課

題解決の焦点化をすることにより、 

本学情報学部「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標

となるデータの流れから見える課題の把握、課

題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可視

化し、手法を広く一般に周知する技法の理解等、

本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した

実習が十分期待できると判断すること、また、

「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」で行

った考察に基づき、ユーザー満足度を高めるた

めに、顧客の課題を更に調査分析し、戦略的な解

決策・開発案を立案し、社内提案したうえで、新

たなサービス・機能・施策の設計・実装に携わ

り、クライアントへの提案まで行うことにより、

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案      

（削除）      等、本学の臨地実務実習Ⅱ

の授業到達目標に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

４．株式会社チアリー 東京本部 

同社は主にパソコン教室運営、教材の企画開発

を展開しており、さらに 2015年より次世代の子

どもに必要なスキルとして重要視されているプ

ログラミング教室の運営を開始。IT スキルだけ

アフサーサポートまでの解決支援を提供してい

ることから、 

        （追加）   

 

 

 

 

 

 

 

本学情報学部「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標

となるデータの流れから見える課題の把握、課

題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可視

化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)等、

本学の臨地実務実習の内容     に即した

実習が十分期待できると判断すること、また       

（追加）    

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

４．株式会社チアリー 東京本部 

同社は主にパソコン教室運営、教材の企画開発

を展開しており、さらに 2015年より次世代の子

どもに必要なスキルとして重要視されているプ

ログラミング教室の運営を開始。ITスキルだけ
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でなく、論理的思考や問題解決力、創造力を育む

ことができる教室をキーワードとし、自社内に

おいて教材カリキュラムの企画開発を行ってい

る。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、プログラミング教室・

パソコン教室およびポータルサイトにおける各

種コンテンツや受講生データに対し、優秀生の

特徴を分析して他の生徒も成績を向上できるよ

うにカリキュラムを検討するための優等生特徴

分析、中退者などの特徴を分析して中退者の予

測や候補者への働きかけを行う中退者特徴分

析、宣伝対象の絞り込みや広告内容を効率化し

生徒数を拡充させる事で経営を安定化させる流

入経路特徴分析を行うことにより、「臨地実務実

習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れから

見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営組織

の理解、データを可視化し、手法を広く一般に周

知する技法の理解等、本学の臨地実務実習Ⅰの

授業到達目標に即した実習が十分期待できると

判断すること、また、「臨地実務実習Ⅱ」では「臨

地実務実習Ⅰ」で行った考察に基づき、コンテン

ツの企画・設計・開発・検証・アフターサポート

を行い、新たなコンテンツを自ら開発・提供する

過程を通じて、要求仕様に応えるコンテンツ開

発の技術及び手法を体得するとともに、例えば

生徒の年齢や国籍・入学時の成績などを元に起

業率や資格取得率について特徴分析や、教室間

での移籍を活性化させるための教室間の重複・

競合などついて分析を行うなど、新たな分析軸

を考案し、経営層に対し新たな価値創造のため

の提案を行うことにより、臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営課題の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課 題 解 決 策 の 提 案     （ 削 除 ）     

でなく、論理的思考や問題解決力、創造力を育む

ことができる教室をキーワードとし、自社内に

おいて教材カリキュラムの企画開発を行ってい

ることから、本学情報学部 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実

習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れから

見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営組織

の理解、データを可視化し、手法を広く一般に周

知する技法(追加)等、本学の臨地実務実習の内

容に即した実習が十分期待できると判断するこ

と、また 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営組織の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課題解決策の提案、理論に裏打ちされた経営の
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等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断することから

同施設の選定に至った。 

 

５．株式会社チアリー 大阪本部 

同社は主にパソコン教室運営、教材の企画開発

を展開しており、さらに 2015年より次世代の子

どもに必要なスキルとして重要視されているプ

ログラミング教室の運営を開始。ITスキルだけ

でなく、論理的思考や問題解決力、創造力を育む

ことができる教室をキーワードとし、自社内に

おいて教材カリキュラムの企画開発を行ってい

る。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、プログラミング教室・

パソコン教室およびポータルサイトにおける各

種コンテンツや受講生データに対し、優秀生の

特徴を分析して他の生徒も成績を向上できるよ

うにカリキュラムを検討するための優等生特徴

分析、中退者などの特徴を分析して中退者の予

測や候補者への働きかけを行う中退者特徴分

析、宣伝対象の絞り込みや広告内容を効率化し

生徒数を拡充させる事で経営を安定化させる流

入経路特徴分析を行うことにより、「臨地実務実

習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れから

見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営組織

の理解、データを可視化し、手法を広く一般に周

知する技法の理解等、本学の臨地実務実習Ⅰの

授業到達目標に即した実習が十分期待できると

判断すること、また、「臨地実務実習Ⅱ」では「臨

地実務実習Ⅰ」で行った考察に基づき、コンテン

ツの企画・設計・開発・検証・アフターサポート

を行い、新たなコンテンツを自ら開発・提供する

過程を通じて、要求仕様に応えるコンテンツ開

発の技術及び手法を体得するとともに、例えば

生徒の年齢や国籍・入学時の成績などを元に起

業率や資格取得率について特徴分析や、教室間

意思決定等、本学の臨地実務実習の内容に即し

た実習が十分期待できると判断することから同

施設の選定に至った。 

 

５．株式会社チアリー 大阪本部 

同社は主にパソコン教室運営、教材の企画開発

を展開しており、さらに 2015年より次世代の子

どもに必要なスキルとして重要視されているプ

ログラミング教室の運営を開始。ITスキルだけ

でなく、論理的思考や問題解決力、創造力を育む

ことができる教室をキーワードとし、自社内に

おいて教材カリキュラムの企画開発を行ってい

ることから、本学情報学部 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実

習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れから

見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営組織

の理解、データを可視化し、手法を広く一般に周

知する技法(追加)等、本学の臨地実務実習の内

容に即した実習が十分期待できると判断するこ

と、また 

（追加） 
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での移籍を活性化させるための教室間の重複・

競合などついて分析を行うなど、新たな分析軸

を考案し、経営層に対し新たな価値創造のため

の提案を行うことにより、臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営課題の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課 題 解 決 策 の 提 案     （ 削 除 ）     

等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断することから

同施設の選定に至った。 

 

６．株式会社ＬＥＡｐａｓｓ 

同社は、Ｗｅｂデジタルマーケティングを中心

とした企画提案を事業としており、顧客に対し

専任担当者を設置することを特徴としている。

進化と複雑化の進むデジタルマーケティング

は、同時にやらなければならないことが増え続

け、Ｗｅｂサイトの企画から制作、マーケティン

グ、後の効果測定、次の改善までをまとめて相談

できる専任担当者の体制を整えている。 

 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、ＥＣ事業部においてオ

ンラインショッピングサイトの運営、サイト更

新、集客、サポートを行う過程において、検索エ

ンジン最適化、エントリーフォーム最適化、メル

マガの開封率やクリック率最適化、サイト内ユ

ーザー行動の分析・解析などによって抽出され

るデータを獲得し、可視化したうえで、データ分

析し、課題の抽出・改題解決の焦点化することに

より、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法の理解等、本学

の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営組織の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課題解決策の提案、理論に裏打ちされた経営の

意思決定等、本学の臨地実務実習の内容に即し

た実習が十分期待できると判断することから同

施設の選定に至った。 

 

６．株式会社ＬＥＡｐａｓｓ 

同社は、Ｗｅｂデジタルマーケティングを中心

とした企画提案を事業としており、顧客に対し

専任担当者を設置することを特徴としている。

進化と複雑化の進むデジタルマーケティング

は、同時にやらなければならないことが増え続

け、Ｗｅｂサイトの企画から制作、マーケティン

グ、後の効果測定、次の改善までをまとめて相談

できる専任担当者の体制を整えていることか

ら、本学情報学部 

  （追加）   

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法(追加)等、本学

の臨地実務実習の内容に即した実習が十分期待
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が十分期待できると判断すること、また、「臨地

実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」で行った考

察に基づき、オンラインショッピングサイトの

集客増に向けた課題を抽出し、課題の克服に向

けた新しい機能の追加に関する企画の設計・開

発計画の策定、経営層への提案、実装まで至るこ

とにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案 

    （削除）  等、本学の臨地実務実習Ⅱ

の授業到達目標に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

７．フラー株式会社 

同社はモバイル行動データを核に、２つの事業

を展開している。「アプリ分析支援事業」では、

スマホアプリの実利用データを提供すること

で、アプリに関わる全ての顧客に的確なマーケ

ットリサーチや競合調査を可能にし、「スマホビ

ジネス共創事業」では、アプリの成功失敗に関わ

る貴重なデータと培ってきた知見を活かし、ス

マホのビジネス活用を トータルサポートして

いる。このように様々なデータを基にアプリビ

ジネスを支援する事業を行っている。 

 （削除）  

「臨地実務実習Ⅱ」では、アプリ分析支援事業に

おける業務となる、スマホアプリの実利用デー

タの収集・分析の実務を通じて、市場・競合調査

を始めとするアプリの企画・マーケティング・顧

客に関する課題を抽出する。この課題に基づき、

戦略的な解決策を立案・社内提案し、開発・制作

クライアントに対し提供される実利用データに

加える新たなデータ・機能に関する企画・設計・

できると判断すること、また 

  （追加）   

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

７．フラー株式会社 

同社はモバイル行動データを核に、２つの事業

を展開している。「アプリ分析支援事業」では、

スマホアプリの実利用データを提供すること

で、アプリに関わる全ての顧客に的確なマーケ

ットリサーチや競合調査を可能にし、 「スマホ

ビジネス共創事業」では、アプリの成功失敗に関

わる貴重なデータと培ってきた知見を活かし、

スマホのビジネス活用を一気通貫でサポートす

る。このようにデータを基にアプリビジネスを

支援する事業を行っていることから、本学情報

学部   

    （追加）   
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実装を行うことにより、「臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営課題の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課題解決策の提案     （削除）    等、

本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即した

実習が十分期待できると判断することから同施

設の選定に至った。 

 

８．株式会社新潟人工知能研究所 

同社はデータ解析技術を中心に「学生サポート

システム」として、教育分野を対象とした生徒属

性・中退者・学校流入経路、優等生等の特徴分析

事業の他、チャットボットの開発など、データ解

析に関して培った技術を活かし、新潟の企業や

研究所、教育機関に対し知見を提供している。 

（削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、「学生サポートシステ

ム」から得られた学生データに対し、優等生・中

退者・流入経路などの各種データの可視化、特徴

分析を実践する。これら各種データ分析の実践

を踏まえ、各学生の成績向上に向けた課題を把

握し、課題解決の焦点化、社内提案を行うことに

より、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法の理解等、本学

の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習

が十分期待できると判断すること、 

また、「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、「学生サポートシステ

ム」から得られたデータ分析に基づき、課題の抽

出、課題解決策を社内提案し、この提案を踏まえ

た新たなサービス・機能・施策について計画、設

計、実装、検証までを行うことにより、「臨地実

「臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営組織の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課題解決策の提案、理論に裏打ちされた経営の

意思決定等、本学の臨地実務実習の内容に即し

た実習が十分期待できると判断することから同

施設の選定に至った。 

 

８．株式会社新潟人工知能研究所 

同社はデータ解析技術を中心に「学生サポート

システム」として、教育分野を対象とした生徒属

性・中退者・学校流入経路、優等生等の特徴分析

事業の他、チャットボットの開発など、データ解

析に関して培った技術を活かし、新潟の企業や

研究所、教育機関に対し知見を提供しているこ

とから、本学情報学部 

   （追加）   

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法(追加)等、本学

の臨地実務実習の内容に即した実習が十分期待

できると判断すること、また 

   （追加）   

 

 

 

 

「臨地実
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務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、データ解析によるデー

タ有意な規則性発見、経営課題の理解、課題解決

策を実現するため計画・設計・実装・検証の一連

の理解、新たな課題解決策の提案等、本学の臨地

実務実習Ⅱの授業到達目標に即した実習が十分

期待できると判断することから同施設の選定に

至った。 

 

９．株式会社 Dream Advance 

同社は１つの教室で 8 つの習い事ができる、ワ

ンストップスクーリングの「夢教室ドリームア

ドバンス」を運営。そろばん、書道、英語のほか、

絵本、マンガ、華道、フラワーアレンジメント、

折り紙という、ユニークなレッスンを取り揃え、

興味や伸ばしたい能力に合わせて、学びたいレ

ッスンを自由に選択できることを特徴としてい

る。  （削除）  

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」では、各受講生のそれぞれの

習い事において、目標とする習熟レベルまで到

達するために適するカリキュラムとなるよう、

各種業務データや受講生データを可視化し、分

析・解析を行う。これら分析・解析の結果を基に

受講生の習熟度を上げるための課題の把握、課

題解決の焦点化を実践することにより、「臨地実

務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営

組織の理解、データを可視化し、手法を広く一般

に周知する技法の理解等、本学の臨地実務実習

Ⅰの授業到達目標に即した実習が十分期待でき

ると判断することから同施設の選定に至った。 

務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、データ解析によるデー

タ有意な規則性発見、経営組織の理解、課題解決

策を実現するため計画・設計・実装・検証の一連

の理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏打ち

された経営の意思決定等、本学の臨地実務実習

の内容に即した実習が十分期待できると判断す

ることから同施設の選定に至った。 

 

９．株式会社 Dream Advance 

同社は１つの教室で 8 つの習い事ができる、ワ

ンストップスクーリングの「夢教室ドリームア

ドバンス」を運営。そろばん、書道、英語のほか、

絵本、マンガ、華道、フラワーアレンジメント、

折り紙という、ユニークなレッスンを取り揃え、

興味や伸ばしたい能力に合わせて、学びたいレ

ッスンを自由に選択できることを特徴としてい

る。約 100 名の受講生に対し個別のメニューを

提供し、それぞれ目標とする習熟度まで到達す

るためのカリキュラムの策定や進度の管理など

を実現するため、情報技術を活用した様々な受

講生データを基に事業を展開していることか

ら、本学情報学部 

  （追加）  

 

 

 

 

 

「臨地実

務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営

組織の理解、データを可視化し、手法を広く一般

に周知する技法(追加)等、本学の臨地実務実習

の内容に即した実習が十分期待できると判断す

ることから同施設の選定に至った。 
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１０．株式会社小川屋 

同社は明治 26 年に、漬け魚を中心に、新潟の豊

かな食材を新潟らしい製法で活かした商品の製

造、販売を行っている。近年の消費者訴求のため

の新たな商品開発に直接運営しているオンライ

ンショッピングサイトのデータを活用している

ほか、主力である漬け魚ギフトの製造において

も、職人の技を後世に残すべく多様なデータを

用いた製造技法を開発している。 

 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、オンラインショッピン

グサイトの運営、サイト更新、集客、サポートを

行う業務の体験を通して、検索エンジン最適化、

エントリーフォーム最適化、サイト内ユーザー

行動に関するデータを可視化し、分析・解析など

を行うことで、オンラインショッピングの集客

増に向けた課題を抽出し、課題解決を焦点化す

ることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法の理解

等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断すること、ま

た、「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、新規顧客の開拓に向け

てオンラインショッピングサイトの集客増に向

けた課題を抽出し、課題の克服に向けた新しい

機能の追加に関する企画・開発計画案を策定し、

社内提案したうえで、設計・実装まで至ること

や、水産加工品生産工程の改善に向けた課題を

踏まえ、工程の「見える化」や生産効率の向上に

つながる各種施策を検討し、この向上に向けた

取り組みとなる設計・実装に携わることにより、

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

 

１０．株式会社小川屋 

同社は明治 26 年に、漬け魚を中心に、新潟の豊

かな食材を新潟らしい製法で活かした商品の製

造、販売を行っている。近年の消費者訴求のため

の新たな商品開発に直接運営しているオンライ

ンショッピングサイトのデータを活用している

ほか、主力である漬け魚ギフトの製造において

も、職人の技を後世に残すべく多様なデータを

用いた製造技法を開発していることから、本学

情報学部  

   （追加） 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)

等、本学の臨地実務実習の内容に即した実習が

十分期待できると判断すること、また 

   （追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に
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よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案 （追

加） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標

に即した実習が十分期待できると判断すること

から同施設の選定に至った。 

 

１１．越後味噌醸造株式会社 

同社は越後の伝統食文化である発酵・醸造後世

へ紡ぐために、発酵テーマパークをキーワード

として、味噌蔵見学、味噌仕込み体験イベント、

越後味噌大学、直売店の運営、オンラインショッ

ピングサイトの運営などを行っている。近年の

消費者訴求のための新たな商品開発に直接運営

しているオンラインショッピングサイトのデー

タを活用しているほか、主力である味噌・漬物・

調味料などの製造においても、職人の技を後世

に残すべく多様なデータを用いた製造技法を開

発している。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、オンラインショッピン

グサイトの運営、サイト更新、集客、サポートを

行う業務の体験を通して、検索エンジン最適化、

エントリーフォーム最適化、サイト内ユーザー

行動に関するデータを可視化し、分析・解析など

を行うことで、オンラインショッピングの集客

増に向けた課題を抽出し、課題解決を焦点化す

ることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法の理解

等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断すること、ま

た、「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、新規顧客の開拓に向け

てオンラインショッピングサイトの集客増に向

けた課題を抽出し、課題の克服に向けた新しい

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

１１．越後味噌醸造株式会社 

同社は越後の伝統食文化である発酵・醸造後世

へ紡ぐために、発酵テーマパークをキーワード

として、味噌蔵見学、味噌仕込み体験イベント、

越後味噌大学、直売店の運営、オンラインショッ

ピングサイトの運営などを行っている。近年の

消費者訴求のための新たな商品開発に直接運営

しているオンラインショッピングサイトのデー

タを活用しているほか、主力である味噌・漬物・

調味料などの製造においても、職人の技を後世

に残すべく多様なデータを用いた製造技法を開

発 し て い る こ と か ら 、 本 学 情 報 学 部       

（追加）  

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)

等、本学の臨地実務実習の内容に即した実習が

十分期待できると判断すること、また 

  （追加）   
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機能の追加に関する企画・開発計画案を策定し、

社内提案したうえで、設計・実装まで至ること

や、味噌醸造現場の生産性向上に向けて、醸造工

程における温度・湿度を測定するセンサ制御お

よびネットワーク通信制御と、その記録を閲覧

することができるスマートフォンアプリを組み

合わせた「醸造 IoT システム」の構築に向けた

設計、実装、検証という実務の一連の過程を想定

することにより、「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達

目標となるデータの流れから見える課題の把

握、データ解析によるデータ有意な規則性発見、

経営課題の理解、課題解決策を実現するため計

画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな課題

解決策の提案 （削除） 等、本学の臨地実務実

習Ⅱの授業到達目標に即した実習が十分期待で

きると判断することから同施設の選定に至っ

た。 

 

１２．ＮＴＴテクノクロス株式会社 横浜事業

所 

同社は NTT グループに属し、ソフトウェア・情

報通信システムの設計・開発・運用、そしてそれ

らに関わるコンサルティングをしている ICT 企

業である。2017年 4月 1日付けで NTTソフトウ

ェア株式会社と NTTアイティ株式会社が、音声・

映像などのメディア処理、および AIなど知的処

理の技術を活用したソリューション事業を強化

するため合併した。それまで各社が取り組んで

きた事業を継続するとともに、日本電信電話株

式会社の先端技術や研究成果を活用した先進的

なソリューション/サービスを提供している。 

「臨地実務実習Ⅱ」では、小型コンピュータ

（Raspberry Pi） を使ったソフトウェア開発お

よびシステム提案業務に関する課題解決に向け

て、顧客満足度調査やユーザーアンケート等の

データ分析を踏まえ、新サービス検討・試作アプ

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達

目標となるデータの流れから見える課題の把

握、データ解析によるデータ有意な規則性発見、

経営組織の理解、課題解決策を実現するため計

画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな課題

解決策の提案、理論に裏打ちされた経営の意思

決定等、本学の臨地実務実習の内容に即した実

習が十分期待できると判断することから同施設

の選定に至った。 

 

１２．ＮＴＴテクノクロス株式会社 横浜事業

所 

最先端の情報通信技術分野への連関が多岐に渡

ることが予想される情報通信分野先端企業にお

ける企業内実習によって、本学情報学部 
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リ開発に関する計画の提案、設計・実装の実務を

行い、新たなコンテンツを自ら開発・提供する過

程に携わることにより、「臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営課題の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課題解決策の提案（削除） 

等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断することから

同施設の選定に至った。 

 

１３．合同会社 DMM.com 

同社は国内最大級の規模を誇るエンターテイン

メント総合サイト DMM.com を代表とする様々な

事業・サービスの企画・開発・運用・Webマーケ

ティング等を行っており、DMM.comで提供する各

種事業の、会員動向データの集約と分析を基盤

とし、データから見えるロジカルな根拠を基に

新規会員、既存会員の収益活性化を実現、データ

駆動戦略を実践している。 

 （削除）  

「臨地実務実習Ⅱ」では、ポータルサイト

DMM.com の運用から得られた、サイト内ユーザー

行動情報の可視化から、各種の分析軸毎の閲覧

行動分析を行うことで利便性向上に向けた課題

抽出・解決策を社内提案したうえで、ポータルサ

イトに関連する各種のコンテンツについての機

能追加等の計画、設計、実装、検証を自ら行うこ

とにより、「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標と

なるデータの流れから見える課題の把握、デー

タ解析によるデータ有意な規則性発見、経営課

題の理解、課題解決策を実現するため計画・設

計・実装・検証の一連の理解、新たな課題解決策

の提案 （削除）等、本学の臨地実務実習Ⅱの授

業到達目標に即した実習が十分期待できると判

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、データ解析によるデータ有意な規則性

発見、経営組織の理解、課題解決策を実現するた

め計画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな

課題解決策の提案、理論に裏打ちされた経営の

意思決定等、本学の臨地実務実習の内容に即し

た実習が十分期待できると判断することから同

施設の選定に至った。 

 

１３．合同会社 DMM.com 

同社は国内最大級の規模を誇るエンターテイン

メント総合サイト DMM.com を代表とする様々な

事業・サービスの企画・開発・運用・Webマーケ

ティング等を行っており、DMM.comで提供する各

種事業の、会員動向データの集約と分析を基盤

とし、データから見えるロジカルな根拠を基に

新規会員、既存会員の収益活性化を実現、データ

駆動戦略を実践していることから、本学情報学

部  

   （追加）  

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標と

なるデータの流れから見える課題の把握、デー

タ解析によるデータ有意な規則性発見、経営組

織の理解、課題解決策を実現するため計画・設

計・実装・検証の一連の理解、新たな課題解決策

の提案、理論に裏打ちされた経営の意思決定等、

本学の臨地実務実習の内容に即した実習が十分
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断することから同施設の選定に至った。 

 

 

１４．株式会社幻の酒 

同社は、ネット通販事業者として今後の生き残

りを左右するものは、ＳＮＳの活用と、オリジナ

ル商品の開発にかかっているという経営方針の

もとに、データ駆動戦略を実践していること、Ｉ

Ｔ経営を掲げＩＴ推進教育を積極的に行ってい

ること、また国内・海外から得られた様々な販売

データを基にクラウドファンディングを積極的

に活用し新たな商品開発を行っている。   

（削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、オンラインショッピン

グサイトの運営、サイト更新、集客、サポートを

行う業務の体験を通して、検索エンジン最適化、

エントリーフォーム最適化、サイト内ユーザー

行動に関するデータを可視化し、分析・解析など

を行うことで、オンラインショッピングの集客

増に向けた課題を抽出し、課題解決を焦点化す

ることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法の理解

等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断すること、ま

た、「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、新規顧客の開拓に向け

てオンラインショッピングサイトの集客増に向

けた課題を抽出し、課題の克服に向けた新しい

機能の追加に関する企画・開発計画案を策定し、

経営層に対し提案したうえで、設計・実装まで至

ることにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

期待できると判断することから同施設の選定に

至った。 

 

１４．株式会社幻の酒 

同社は、ネット通販事業者として今後の生き残

りを左右するものは、ＳＮＳの活用と、オリジナ

ル商品の開発にかかっているという経営方針の

もとに、データ駆動戦略を実践していること、Ｉ

Ｔ経営を掲げＩＴ推進教育を積極的に行ってい

ること、また国内・海外から得られた様々な販売

データを基にクラウドファンディングを積極的

に活用し新たな商品開発を行っていることか

ら、本学情報学部 

  （追加）  

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)

等、本学の臨地実務実習の内容に即した実習が

十分期待できると判断すること、また   

  （追加）  

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、
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課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案 （削

除）等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に

即した実習が十分期待できると判断することか

ら同施設の選定に至った。 

 

１５．モリパワー株式会社 

同社は主に Web 事業、教育事業を行っており、

これらを組み合わせた製品「Quickテスト」は授

業準備・採点業務を劇的に軽減できるだけでな

く、クラス・学生の弱点などを分析し適切な履修

計画の提示や、各自の傾向などを視覚的に表示

するなど、データを基にした計画立案と提示を

実践している。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、オンライン試験対策シ

ステムである「Quickテスト」における受講者デ

ータの可視化を踏まえ、利用中断者などの特徴

を分析して中断者の予測や候補者への働きかけ

を行う中断者特徴分析を行い、利用中断者抑止

に向けた課題を把握し、課題解決の焦点化をす

ることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法の理解

等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断すること、ま

た、「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、オンライン試験対策シ

ステムである「Quickテスト」の運営における課

題の抽出・社内提案を踏まえて、新たなサービス

を企画・設計・実装・検証・アフターサポートを

行い、新たなコンテンツを自ら開発・提供する過

程に携わることにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

１５．モリパワー株式会社 

同社は主に Web 事業、教育事業を行っており、

これらを組み合わせた製品「Quickテスト」は授

業準備・採点業務を劇的に軽減できるだけでな

く、クラス・学生の弱点などを分析し適切な履修

計画の提示や、各自の傾向などを視覚的に表示

するなど、データを基にした計画立案と提示を

実践していることから、本学情報学部 

   （追加）    

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)

等、本学の臨地実務実習の内容に即した実習が

十分期待できると判断すること、また        

   （追加）    

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、
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課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案  

（削除） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

１６．今代司酒造株式会社 

同社は、新潟の地において酒造業を営んでいる。

1776 年に創業し、事業承継を踏まえた第二創業

を経て、現在も新規商品開発・販売の取り組みに

注力し、特にオンラインショッピングサイトを

中心とした海外展開に加え、酒蔵見学を充実さ

せ直売所を運営するようになり、2017年度酒蔵

来訪者は 3 万人を超える。このようなブランデ

ィング戦略にオンラインショッピングサイトか

ら得られたデータが広く活用されているだけで

なく、主力である酒造においても、職人の技を後

世に残すべく多様なデータを用いた製造技法を

開発している。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、オンラインショッピン

グサイトの運営、サイト更新、集客、サポートを

行う業務の体験を通して、検索エンジン最適化、

エントリーフォーム最適化、サイト内ユーザー

行動に関するデータを可視化し、分析・解析など

を行うことで、オンラインショッピングの集客

増に向けた課題を抽出し、課題解決を焦点化す

ることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法の理解

等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断すること、ま

た、「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、小売店舗の経営改善を

目標に、例えばオーダーシステムにおけるスマ

ートデバイス（IoT 機器）の開発や、顧客感情を

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

１６．今代司酒造株式会社 

同社は、新潟の地において酒造業を営んでいる。

1776年に創業し、事業承継を踏まえた第二創業

を経て、現在も新規商品開発・販売の取り組みに

注力し、特にオンラインショッピングサイトを

中心とした海外展開に加え、酒蔵見学を充実さ

せ直売所を運営するようになり、2017年度酒蔵

来訪者は 3 万人を超える。このようなブランデ

ィング戦略にオンラインショッピングサイトか

ら得られたデータが広く活用されているだけで

なく、主力である酒造においても、職人の技を後

世に残すべく多様なデータを用いた製造技法を

開 発して いるこ とから 、本学 情報学 部     

（追加）  

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)

等、本学の臨地実務実習の内容に即した実習が

十分期待できると判断すること、また    

   （追加）    
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把握するための店舗内画像認識システムの開発

など、課題解決に向けた各種施策を社内提案し、

検討・計画・設計・実装に携わることにより、「臨

地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの

流れから見える課題の把握、データ解析による

データ有意な規則性発見、経営課題の理解、課題

解決策を実現するため計画・設計・実装・検証の

一連の理解、新たな課題解決策の提案 （削除） 

等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断することから

同施設の選定に至った。 

 

１７．株式会社ジェイ・エス・エス 

同社の主力製品である学校業務支援トータルパ

ッケージでは、学生募集、入学、学務、就職、学

費に加え各種 SNS のデータ連携が自動で行われ

ることでスムーズな業務遂行を可能とし、さら

に新商品の学生証アプリとも連動することで、

学生の多様な動態データから得られた様々な支

援を教育機関へ提供している。 

 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、学生証アプリの運営、

更新、サポートを行う業務の体験を通して、ユー

ザー行動の分析・解析などの各種分析を行う中

で、ユーザー情報・同行動データを可視化し、特

徴分析を行うことで課題の把握、課題解決の焦

点化をすることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、課題解決を焦点化、経営組織の理解、デ

ータを可視化し、手法を広く一般に周知する技

法の理解等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

こと、また、「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務

実習Ⅰ」で行った考察に基づき、学生証アプリか

ら得られたデータを解析することで新たな課題

を発見し、課題を解決するための新たなサービ

 

 

「臨

地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの

流れから見える課題の把握、データ解析による

データ有意な規則性発見、経営組織の理解、課題

解決策を実現するため計画・設計・実装・検証の

一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏

打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地実務

実習の内容に即した実習が十分期待できると判

断することから同施設の選定に至った。 

 

１７．株式会社ジェイ・エス・エス 

同社の主力製品である学校業務支援トータルパ

ッケージでは、学生募集、入学、学務、就職、学

費に加え各種 SNS のデータ連携が自動で行われ

ることでスムーズな業務遂行を可能とし、さら

に新商品の学生証アプリとも連動することで、

学生の多様な動態データから得られた様々な支

援を教育機関へ提供していることから、本学情

報学部  

   （追加）  

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授

業到達目標となるデータの流れから見える課題

の把握、課題解決を焦点化、経営組織の理解、デ

ータを可視化し、手法を広く一般に周知する技

法(追加)等、本学の臨地実務実習の内容に即し

た実習が十分期待できると判断すること、また     

 （追加）   
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ス・機能・施策について社内提案、計画、設計、

実装、検証を自ら行う。これらサービス提供にお

ける一連の流れに携わることにより、「臨地実務

実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れか

ら見える課題の把握、データ解析によるデータ

有意な規則性発見、経営課題の理解、課題解決策

を実現するため計画・設計・実装・検証の一連の

理解、新たな課題解決策の提案 （削除） 等、

本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即した

実習が十分期待できると判断することから同施

設の選定に至った。 

 

１８．Adam Innovations 株式会社 

南魚沼市の地方自治体と協力して、グローバル

プラットフォーム「グローバル IT パーク南魚

沼」を立ち上げ、インドおよびスリランカを中心

にアジアの大規模な IT企業 8つが入居し、これ

らの企業と日本における企業とのハブとしての

機能を担っていること。主にソフトウェア開発

を主要な事業とする海外企業と、日本国内企業

の橋渡しをするにあたりデータ分析に基づいた

戦略立案が重要となる。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、グローバル IT パーク

南魚沼の運営業務や、入居している海外企業の

サポート業務などを通じて得られた各種の経営

情報についてのデータを獲得・可視化し、その特

徴分析・相関性の考察によって、利便性向上に向

けた課題を抽出することにより、 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法の理解等、本学の臨

地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習が十

分期待できると判断すること、また、「臨地実務

実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」で行った考察に

基づき、グローバル IT パーク南魚沼における外

 

 

「臨地実務

実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れか

ら見える課題の把握、データ解析によるデータ

有意な規則性発見、経営組織の理解、課題解決策

を実現するため計画・設計・実装・検証の一連の

理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏打ちさ

れた経営の意思決定等、本学の臨地実務実習の

内容に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

１８．Adam Innovations 株式会社 

南魚沼市の地方自治体と協力して、グローバル

プラットフォーム「グローバル IT パーク南魚

沼」を立ち上げ、インドおよびスリランカを中心

にアジアの大規模な IT企業 8つが入居し、これ

らの企業と日本における企業とのハブとしての

機能を担っていること。主にソフトウェア開発

を主要な事業とする海外企業と、日本国内企業

の橋渡しをするにあたりデータ分析に基づいた

戦略立案が重要となることから、本学情報学部           

 （追加）  

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法(追加)等、本学の臨

地実務実習の内容に即した実習が十分期待でき

ると判断すること、また 

  （追加）  
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国人入居者の利便性向上を目的とし、例えば地

域の施設や環境をＡＲ技術によって可視化する

など、課題解決策の社内提案を踏まえ、新たなサ

ービスやコンテンツの企画・設計・実装・検証・

アフターサポートを行うことにより、「臨地実務

実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れか

ら見える課題の把握、データ解析によるデータ

有意な規則性発見、経営課題の理解、課題解決策

を実現するため計画・設計・実装・検証の一連の

理解、新たな課題解決策の提案 （削除） 等、

本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即した

実習が十分期待できると判断することから同施

設の選定に至った。 

 

１９．リコージャパン株式会社 新潟支社 

同社はリコー製品をはじめマルチベンダーとし

てＩＣＴ（ＯＡ・通信）のコンサルティング、販

売、システム設計構築、アフターサービスまでト

ータルソリューションを提供しており、ビジネ

スコンセプト「Customer's Customer Success」

を掲げ顧客の経営課題をともに解決し、新しい

価値をともに創り出すことのできるパートナー

となることを目標としている。 

 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、顧客機器およびサービ

スについて、クライアントに対する保守点検か

ら抽出される活用実績・頻度等の顧客情報に関

するデータを獲得し、可視化したうえで、活用方

法の最適化に向けたデータ特長分析をすること

で課題の把握、課題解決の焦点化をすることに

より、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法の理解等、本学

の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習

が十分期待できると判断すること、また、「臨地

 

 

 

 

「臨地実務

実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流れか

ら見える課題の把握、データ解析によるデータ

有意な規則性発見、経営組織の理解、課題解決策

を実現するため計画・設計・実装・検証の一連の

理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏打ちさ

れた経営の意思決定等、本学の臨地実務実習の

内容に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

１９．リコージャパン株式会社 新潟支社 

同社はリコー製品をはじめマルチベンダーとし

てＩＣＴ（ＯＡ・通信）のコンサルティング、販

売、システム設計構築、アフターサービスまでト

ータルソリューションを提供しており、ビジネ

スコンセプト「Customer's Customer Success」

を掲げ顧客の経営課題をともに解決し、新しい

価値をともに創り出すことのできるパートナー

となることを目標としているため、本学情報学

部   

  （追加）  

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となる

データの流れから見える課題の把握、課題解決

を焦点化、経営組織の理解、データを可視化し、

手法を広く一般に周知する技法(追加)等、本学

の臨地実務実習の内容に即した実習が十分期待

できると判断すること、また 
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実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」で行った

考察に基づき、同社製品を中心としたオフィス

環境ならびオフィス外でのビジネス活動の利便

性を向上させることを目標に、課題解決策の社

内提案を踏まえ、新たなクラウドサービスの企

画・設計・実装・検証・アフターサポートを行い、

新たなコンテンツを自ら開発・提供する過程を

実践することにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案  

（削除） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

２０．株式会社ＮＳＧアカデミー 

同社は新潟県内、県外において広域で学習塾を

経営しており、生涯学習の一端を担う企業とし

て、生徒・保護者の多様なニーズに応えるべく、

クラス指導（集団）・ライブ指導(集団・個別)、

個別指導・家庭教師・衛星予備校など多様な教育

サービスを提供している。このような多様な教

育サービスを提供するにあたり、多くのデータ

を基に情報技術を活用した事業展開を構想して

いる。   （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、クラス指導（集団）・

ライブ指導(集団・個別)における受講生から得

られた各種データ獲得、可視化から、優秀生の特

徴を分析して他の生徒も成績を向上できるよう

にカリキュラムを検討するための優等生特徴分

析、中退者などの特徴を分析して中退者の予測

や候補者への働きかけを行う中退者特徴分析を

行い、課題の把握・課題解決の焦点化をすること

により、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標とな

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

２０．株式会社ＮＳＧアカデミー 

同社は新潟県内、県外において広域で学習塾を

経営しており、生涯学習の一端を担う企業とし

て、生徒・保護者の多様なニーズに応えるべく、

クラス指導（集団）・ライブ指導(集団・個別)、

個別指導・家庭教師・衛星予備校など多様なクラ

スを開講している。このような多様なクラス運

営を実現するにあたり、多くのデータを基に情

報技術を活用した事業展開をしている 

ことから、本学情報学部 

        （追加）   

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標とな
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るデータの流れから見える課題の把握、課題解

決を焦点化、経営組織の理解、データを可視化

し、手法を広く一般に周知する技法の理解等、本

学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実

習が十分期待できると判断すること、また、「臨

地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」で行った

考察に基づき、衛星予備校における中退者抑止

を目標に、中退者の予測や候補者への働きかけ

を行うための新たなサービスやコンテンツの企

画・設計・実装・検証・アフターサポートを行い、

新たなコンテンツを自ら開発・提供する過程を

実践するとともに、例えば教室間での移籍を活

性化させるための教室間の重複・競合などにつ

いて分析を行うなど、新たな分析軸を考案し、経

営層に対し新たな価値創造のための提案を行う

ことにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案  

（削除） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

２１．株式会社エヌエスジー教育ネットワーク 

同社は目まぐるしく様変わりする民間教育市場

に対応した学習塾、資格取得教育、スイミングス

クール、習い事教室事業を営む会社の事業活動

の支配を通じて、マーケティング分析、新規商品

開発、更には企業人育成を主な事業としている。

子会社から得られた多くのデータを基にマーケ

ティング分析や新規商品開発を行っている。 

（削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、学習塾、資格取得教

育、スイミングスクール、習い事教室事業を行う

るデータの流れから見える課題の把握、課題解

決を焦点化、経営組織の理解、データを可視化

し、手法を広く一般に周知する技法(追加)等、

本学の臨地実務実習の内容に即した実習が十分

期待できると判断すること、また    

  （追加）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

２１．株式会社エヌエスジー教育ネットワーク 

同社は目まぐるしく様変わりする民間教育市場

に対応した学習塾、資格取得教育、スイミングス

クール、習い事教室事業を営む会社の事業活動

の支配を通じて、マーケティング分析、新規商品

開発、更には企業人育成を主な事業としている。

子会社から得られた多くのデータを基にマーケ

ティング分析や新規商品開発を行っていること

から、本学情報学部 

       （追加）  
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各事業会社の管理業務体験と経営情報から、各

事業会社における受講生の入出行動についての

データを獲得し、可視化したうえで特徴分析し、

効果的な顧客の囲い込みに向けた課題の把握、

課題解決の焦点化を行うことにより、 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法の理解等、本学の臨

地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習が十

分期待できると判断すること、また 

「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」で

行った考察に基づき、各事業会社の受講生増に

向けた統一的募集サイト構築を目的にした課題

を抽出し、この課題の克服のための web サイト

構築、もしくはアプリの開発、既存サイトへの機

能追加等の社内提案・実行を通じて、新たなコン

テンツを自ら設計・実装することにより、「臨地

実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流

れから見える課題の把握、データ解析によるデ

ータ有意な規則性発見、経営課題の理解、課題解

決策を実現するため計画・設計・実装・検証の一

連の理解、新たな課題解決策の提案  （削除） 

等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断することから

同施設の選定に至った。 

 

２２．三井住友アセットマネジメント株式会社 

国内トップクラスの資産運用会社として、金融

のビッグデータを処理、分析し、新たな価値の創

出につながる有益な知識へと変換する「金融ス

マートデータ」をキーワードに、情報収集にかか

る時間短縮や、未来予測の精度向上、企業の眠れ

る価値の創出などを事業展開において実現して

いる。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、資産運用業務を通じた

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法(追加)等、本学の臨

地実務実習の内容に即した実習が十分期待でき

ると判断すること、また 

       （追加）   

 

 

 

 

 

「臨地

実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの流

れから見える課題の把握、データ解析によるデ

ータ有意な規則性発見、経営組織の理解、課題解

決策を実現するため計画・設計・実装・検証の一

連の理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏打

ちされた経営の意思決定等、本学の臨地実務実

習の内容に即した実習が十分期待できると判断

することから同施設の選定に至った。 

 

２２．三井住友アセットマネジメント株式会社 

国内トップクラスの資産運用会社として、金融

のビッグデータを処理、分析し、新たな価値の創

出につながる有益な知識へと変換する「金融ス

マートデータ」をキーワードに、情報収集にかか

る時間短縮や、未来予測の精度向上、企業の眠れ

る価値の創出などを事業展開において実現して

いることから、本学情報学部 

        （追加）   
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各種の業務情報に関するデータを獲得し、可視

化したうえで、活用方法の最適化や新規顧客獲

得に向けた効果的なマーケティング手法の構築

に向けた課題の把握、課題解決の焦点化をする

ことにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標

となるデータの流れから見える課題の把握、課

題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可視

化し、手法を広く一般に周知する技法の理解等、

本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した

実習が十分期待できると判断すること、また、

「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」で行

った考察に基づき、同社が提供する個人顧客向

け web サイトにおいて、より効果的な資産運用

シミュレーション構築を目的とする課題解決策

を踏まえ、新しい機能の追加に関する企画・開発

の計画案を策定し、社内提案したうえで、実装ま

で至ることにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案  

（削除） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

２３．株式会社グラフ 

同社は「データの利用価値を最大限に拡張する」

ことをミッションとした AI(人工知能)企業であ

り、各産業界トップ企業での実績を持ち、データ

利活用において実際的なノウハウを蓄積してき

た。AI(人工知能)・機械学習の活用やビッグデー

タ分析を通じて、クライアントにとって本当に

必要な支援、ビジネス戦略コンサルティングを

提供している。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、データサイエンティス

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標

となるデータの流れから見える課題の把握、課

題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可視

化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)等、

本学の臨地実務実習の内容に即した実習が十分

期待できると判断すること、また 

   （追加）   

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

２３．株式会社グラフ 

同社は「データの利用価値を最大限に拡張する」

ことをミッションとした AI(人工知能)企業であ

り、各産業界トップ企業での実績を持ち、データ

利活用において実際的なノウハウを蓄積してき

た。AI(人工知能)・機械学習の活用やビッグデー

タ分析を通じて、クライアントにとって本当に

必要な支援、ビジネス戦略コンサルティングを

提 供して いるこ とから 、本学 情報学 部      

（追加）   
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ト業務の体験を通して、顧客の事業理解とデー

タの可視化・分析に基づく企画資料の作成から

施策立案までを同社社員と共同で行い、この流

れを踏まえた課題の把握、課題解決を焦点化す

ることにより、「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法の理解

等、本学の臨地実務実習Ⅰの授業到達目標に即

した実習が十分期待できると判断すること、ま

た、「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」

で行った考察に基づき、AI（人工知能）・機械学

習を活用したコンサルティング・エンジニアリ

ングに関わることと共に、分析基盤環境や大規

模データ処理に関する知識を用いて、クライア

ントのデータに対して、統計処理や数理モデル

を作成し、特徴分析を行うことで、課題解決のた

めの施策・企画案を策定し、クライアントへの提

案内容をまとめることにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案  

（削除） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

２４．株式会社 博進堂 

同社は企画・編集・デザイン・印刷・製本・発送

までのワンストップ総合印刷企業であり、過去

90 年で培われた印刷技術を基に、小ロットの印

刷物やいままでにない印刷表現にチャレンジす

るなどの新たな商品開発を、事業活動で得られ

た様々なデータから提案することを積極的に行

っている。 （削除）  

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目

標となるデータの流れから見える課題の把握、

課題解決を焦点化、経営組織の理解、データを可

視化し、手法を広く一般に周知する技法(追加)

等、本学の臨地実務実習の内容に即した実習が

十分期待できると判断すること、また 

   （追加）    

 

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

２４．株式会社 博進堂 

同社は企画・編集・デザイン・印刷・製本・発送

までのワンストップ総合印刷企業であり、過去

90年で培われた印刷技術を基に、小ロットの印

刷物やいままでにない印刷表現にチャレンジす

るなどの新たな商品開発を、事業活動で得られ

た様々なデータから提案することを積極的に行

っているから、本学情報学部 
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「臨地実務実習Ⅰ」では、アルバム事業・商業印

刷事業・教育事業・出版事業の各事業における顧

客情報を通して得られたデータのうち、特にア

ルバム事業におけるターゲット市場データの獲

得、可視化、特徴分析を通して、同ターゲットに

効果的なアプローチをするための課題の把握、

課題解決の焦点化を行うことにより、 「臨地実

務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営

組織の理解、データを可視化し、手法を広く一般

に周知する技法の理解等、本学の臨地実務実習

Ⅰの授業到達目標に即した実習が十分期待でき

ると判断すること、また、「臨地実務実習Ⅱ」で

は、「臨地実務実習Ⅰ」で行った考察に基づき、

印刷工場のインダストリー4.0 をキーワードに、

機械と機械が直接コミュニケーションを行うた

めの基盤の構築や、機械から収集されたデータ

を解析し、生産管理や機器の調整、保全に用いる

基盤構築に向けた計画を社内提案し、実践する

ことにより、 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営課題の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案  

（削除） 等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達

目標に即した実習が十分期待できると判断する

ことから同施設の選定に至った。 

 

２５．株式会社ホロラボ 

同社は、HoloLensに代表される Mixed Reality

技術に関する研究開発および関連アプリケーシ

ョン・システム開発を、設計・製造、建設、医療

など幅広い分野に向けて実施しており、他社と

の共同開発や業務提携も積極的に行っている。

特に建設業界でのニーズの高まりから、巨大な

  （追加）   

 

 

 

 

 

「臨地実

務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れ

から見える課題の把握、課題解決を焦点化、経営

組織の理解、データを可視化し、手法を広く一般

に周知する技法(追加)等、本学の臨地実務実習

の内容に即した実習が十分期待できると判断す

ること、また 

   （追加）   

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、データ解析に

よるデータ有意な規則性発見、経営組織の理解、

課題解決策を実現するため計画・設計・実装・検

証の一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論

に裏打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地

実務実習の内容に即した実習が十分期待できる

と判断することから同施設の選定に至った。 

 

２５．株式会社ホロラボ 

同社は、HoloLensに代表される Mixed Reality

技術に関する研究開発および関連アプリケーシ

ョン・システム開発を、設計・製造、建設、医療

など幅広い分野に向けて実施しており、他社と

の共同開発や業務提携も積極的に行っている。

特に建設業界でのニーズの高まりから、巨大な
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データのクラウド変換機能と HoloLens 等の MR

デバイス利活用による新たな価値の創造に向け

て開発を進めている。 （削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、普及啓蒙業務（講演・

セミナー・トレーニング）および調査研究業務を

通して、上記各種業務データの獲得、可視化、特

徴分析することで、拡張現実分野におけるコミ

ュニティ発展の実現に向けた課題の把握、課題

解決の焦点化を行うことにより、「臨地実務実習

Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れから見

える課題の把握、課題解決を焦点化、経営組織の

理解、データを可視化し、手法を広く一般に周知

する技法の理解等、本学の臨地実務実習Ⅰの授

業到達目標に即した実習が十分期待できると判

断すること、また、「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨

地実務実習Ⅰ」で行った考察に基づき、同社が提

供する製造業・建設業向け 3Dデータ可視化ソリ

ューションのクオリティ向上に向けた課題解決

策を踏まえ、新規コンテンツもしくは新規サー

ビスの検討・開発案の策定・社内提案を踏まえ

た、実装・検証までを実践することにより、「臨

地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの

流れから見える課題の把握、データ解析による

データ有意な規則性発見、経営課題の理解、課題

解決策を実現するため計画・設計・実装・検証の

一連の理解、新たな課題解決策の提案  （削

除）  等、本学の臨地実務実習Ⅱの授業到達目

標に即した実習が十分期待できると判断するこ

とから同施設の選定に至った。 

 

２６．株式会社峰村商店（峰村醸造） 

同社は株式会社和僑商店ホールディングスのグ

ループ企業として、新潟の地において味噌・味噌

漬及び漬物類の製造販売業を営んでいる。1905

年に創業し、事業承継を踏まえた第二創業を経

て、現在に至るが、ＩＴサービス導入や経営資源

データのクラウド変換機能と HoloLens 等の MR

デバイス利活用による新たな価値の創造に向け

て開発を進めていることから、本学情報学部      

（追加）   

 

 

 

 

「臨地実務実習

Ⅰ」の授業到達目標となるデータの流れから見

える課題の把握、課題解決を焦点化、経営組織の

理解、データを可視化し、手法を広く一般に周知

する技法(追加)等、本学の臨地実務実習の内容

に即した実習が十分期待できると判断するこ

と、また    （追加）   

 

 

 

 

 

「臨

地実務実習Ⅱ」の授業到達目標となるデータの

流れから見える課題の把握、データ解析による

データ有意な規則性発見、経営組織の理解、課題

解決策を実現するため計画・設計・実装・検証の

一連の理解、新たな課題解決策の提案、理論に裏

打ちされた経営の意思決定等、本学の臨地実務

実習の内容に即した実習が十分期待できると判

断することから同施設の選定に至った。 

 

２６．株式会社峰村商店（峰村醸造） 

同社は、     （追加）    

 

 

 

ＩＴサービス導入や経営資源
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の有効活用等による生産性向上、積極的な海外

展開やインバウンド需要の取込み、多様な人材

活用や円滑な事業承継など、様々な分野で活躍

している中小企業・小規模事業者として中小企

業庁の「はばたく中小企業・小規模事業者 300

社」に選定されたことを始め、データを活用した

経営戦略や後継者育成を積極的に行っている。 

（削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、店舗オペレーションの

効率化の実現に向けて、顧客や店員に関する行

動データを獲得・可視化し、顧客満足度、実績等

との相関性の分析・解析によって課題を把握し、

課題解決の焦点化をすることにより、 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法の理解等、本学の臨

地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習が十

分期待できると判断すること、また、 

「臨地実務実習Ⅱ」では、「臨地実務実習Ⅰ」で

行った考察に基づき、小売店舗の経営改善を目

標に、例えばオーダーシステムにおけるスマー

トデバイス（IoT機器）の開発や、売上データ・

気象・曜日・近隣の宿泊客数といったデータか

ら、翌日の来客数を算定する「来客予測 AI」の

独自開発などの各種施策を検討および実行す

る。このような新たな価値の創造とその提案を

行うことにより、「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達

目標となるデータの流れから見える課題の把

握、データ解析によるデータ有意な規則性発見、

経営課題の理解、課題解決策を実現するため計

画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな課題

解決策の提案   （削除）  等、本学の臨地

実務実習Ⅱの授業到達目標に即した実習が十分

期待できると判断することから同施設の選定に

至った。 

の有効活用等による生産性向上、積極的な海外

展開やインバウンド需要の取込み、多様な人材

活用や円滑な事業承継など、様々な分野で活躍

している中小企業・小規模事業者として中小企

業庁の「はばたく中小企業・小規模事業者 300

社」に選定されたことを始め、データを活用した

経営戦略や後継者育成を積極的に行っているこ

とから、本学情報学部 

       （追加）   

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法(追加)等、本学の臨

地実務実習の内容に即した実習が十分期待でき

ると判断すること、また 

       （追加）   

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達

目標となるデータの流れから見える課題の把

握、データ解析によるデータ有意な規則性発見、

経営組織の理解、課題解決策を実現するため計

画・設計・実装・検証の一連の理解、新たな課題

解決策の提案、理論に裏打ちされた経営の意思

決定等、本学の臨地実務実習の内容に即した実

習が十分期待できると判断することから同施設

の選定に至った。 
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２７．株式会社 MGNET 

同社は自社ブランドの名刺入れの企画製造販

売、名刺入れ専門店の運営を手がけ、最近はプロ

ダクトのマネジメントやブランディング、製造

業の広報・PR活動などへ業務の幅を広げている。

同社は「モノにエンターテイメントを。」をコン

セプトに、自社製品の企画・開発のみならずもの

づくりを支える環境づくり（企画、開発、販売、

広報）にも取り組み、さらには新たにものづくり

に関わる人のためのまちづくりにも着手すると

ともに、多岐にわたる活動で得られた多様なデ

ータから、データ駆動戦略を実践している。 

（削除）  

「臨地実務実習Ⅰ」では、オンラインショッピン

グサイトの運営、サイト更新、集客、サポートを

行う一連の業務体験を通して、検索エンジンの

アルゴリズムの追求、エントリーフォーム最適

化を踏まえたサイト内ユーザー行動についての

データを可視化し、分析・解析などを行う。この

各種分析によって、課題の把握、課題解決のため

の焦点化が可能となることにより、 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法の理解等、本学の臨

地実務実習Ⅰの授業到達目標に即した実習が十

分期待できると判断すること、また、 

「臨地実務実習Ⅱ」では「臨地実務実習Ⅰ」で行

った考察に基づき、新規顧客の開拓に向けてオ

ンラインショッピングサイトの集客増に向けた

課題を抽出し、課題の克服に向けた新しい機能

の追加に関する企画の開発計画案を策定したう

えで経営層に対し提案し、設計・実装まで至るこ

とにより、「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標と

なるデータの流れから見える課題の把握、デー

 

２７．株式会社 MGNET 

同社は自社ブランドの名刺入れの企画製造販

売、名刺入れ専門店の運営を手がけ、最近はプロ

ダクトのマネジメントやブランディング、製造

業の広報・PR 活動などへ業務の幅を広げている。

同社は「モノにエンターテイメントを。」をコン

セプトに、自社製品の企画・開発のみならずもの

づくりを支える環境づくり（企画、開発、販売、

広報）にも取り組み、さらには新たにものづくり

に関わる人のためのまちづくりにも着手すると

ともに、多岐にわたる活動で得られた多様なデ

ータから、データ駆動戦略を実践していること

から、本学情報学部 

   （追加）   

 

 

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅰ」の授業到達目標となるデー

タの流れから見える課題の把握、課題解決を焦

点化、経営組織の理解、データを可視化し、手法

を広く一般に周知する技法(追加)等、本学の臨

地実務実習の内容に即した実習が十分期待でき

ると判断すること、また 

   （追加）   

 

 

 

 

 

「臨地実務実習Ⅱ」の授業到達目標と

なるデータの流れから見える課題の把握、デー
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タ解析によるデータ有意な規則性発見、経営課

題の理解、課題解決策を実現するため計画・設

計・実装・検証の一連の理解、新たな課題解決策

の提案  （削除）  等、本学の臨地実務実習

Ⅱの授業到達目標に即した実習が十分期待でき

ると判断することから同施設の選定に至った。 

 

タ解析によるデータ有意な規則性発見、経営組

織の理解、課題解決策を実現するため計画・設

計・実装・検証の一連の理解、新たな課題解決策

の提案、理論に裏打ちされた経営の意思決定等、

本学の臨地実務実習の内容に即した実習が十分

期待できると判断することから同施設の選定に

至った。 
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（改善事項）情報学部 情報学科 

１０【全体計画審査意見 17の回答について】 

＜教員の年齢構成が比較的高齢に偏っている＞ 

完成年度以降の専任教員配置の適正化を図る将来構想が示されたが、いまだ教員の年齢

構成が高齢に偏っていることから、示された将来構想を踏まえ、完成年度までの年次進行中

における若手教員の採用計画などを明らかにし、教員配置の適正化を図ること。 

（対応） 

教員の年齢構成が高齢に偏っていることから、完成年度における年齢層の高い専任教員

の定年退職を見据えた、年次進行中における若手教員の前倒し採用に係る採用計画を策定

し、当該採用計画に基づく年次進行中における若手教員の確保にむけた継続的な採用活動

を通して、教員配置の適正化に努めることとする。 

 

情報学部情報学科 専任教員配置計画 

教員配置計画  

令和 2 年度～令和 5 年度（完成年度）中 

完成年度までの年次進行中における若手教員採用計画 

採用活動 

予定 

完成年度までの年次進行中において、公募等により以下の教員の採

用を計画する。 

・博士の学位、大学等における教育歴、情報分野に関する研究実績

を有する若手教員 

・高度の実務の能力を有する若手教員 

以上の若手教員を年度進行中に複数名を前倒しで採用する。 

 

その後も採用活動を継続して令和６年度開始時点では完成年度に

定年年齢を超える教員数に相当する若手・中堅教員の確保をする。 

 

令和 5 年度（完成年度）末 

退職予定 ・定年規定により教授 5 名が退職予定 

※教授 5 名は就業規則附則第 3 項の規程に基づき雇用延長 

昇格予定 ・准教授 1 名について、教育研究業績等の評価に基づき教授に昇格

予定 
・情報分野の講師 4 名について、教育研究業績等の評価に基づき准

教授に昇格予定 
・情報分野の助教 1 名について、教育研究業績等の評価に基づき講

師に昇格予定 
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新規採用予定 ※令和２年度～令和５年度中において採用した若手教員を含め、令

和６年度開始時点では完成年度に定年年齢を超える教員数に相

当する若手・中堅教員の確保をする。 
・公募等により、博士の学位、大学等における教育歴、情報分野に

関する研究実績を有する中堅の教授 3 名を採用 
・公募等により、高度の実務の能力を有する中堅の教授 1 名を採   
 用 
・公募等により、博士の学位、大学等における教育歴、情報分野に

関する研究実績を有する若手の准教授 1 名を採用 
令和 6 年度～令和 9 年度 
退職予定 ・定年規定により教授 1 名、准教授 1 名が退職予定 

新規採用予定 ・公募等により、博士の学位、大学等における教育歴、情報分野に

関する研究実績を有する中堅の准教授 1 名を採用 
・公募等により、高度の実務の能力を有する中堅の教授 1 名を採用 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（４５-４６ページ） 

新 旧 

５）（削除）教員組織構想 
情報学部の教員組織の編成において

は、完成年度までに定年に達する者 5 人

を配置することから、（削除）教員組織構

想（削除）は、開設後 4 年間の中堅及び

若手教員の育成状況を踏まえた学内昇格

や年次進行中の若手教員新規採用など、

教員組織に関する中期的な人事計画を策

定する。 
開学時は、教員組織が高齢に偏ること

となったことから、教育研究の継続性の

観点を踏まえたうえで、中長期的な教育

研究の維持・向上及び活性化を図る観点

から、今後における学部ごとの具体的な

専任教員の採用計画について検討し、年

齢層の高い専任教員の定年退職に伴う若

手・中堅教員の新規採用に関する中期的

な人事計画を策定し、この人事計画に基

５）完成年度後の教員組織構想 

情報学部の教員組織の編成において

は、完成年度までに定年に達する者 5 人

を配置することから、完成年度以後の教

員組織構想としては、開設後 4 年間の中

堅及び若手教員の育成状況を踏まえた学

内昇格や（追加）新規採用など、教員組

織に関する中期的な人事計画を策定す

る。 
開学時は、教員組織が高齢に偏ること

となったことから、教育研究の継続性の

観点を踏まえたうえで、中長期的な教育

研究の維持・向上及び活性化を図る観点

から、今後における学部ごとの具体的な

専任教員の採用計画について検討し、年

齢層の高い専任教員の定年退職に伴う若

手・中堅教員の新規採用に関する中期的

な人事計画を策定し、この人事計画に基
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づく計画的な採用を行うことにより、教

員配置の適正化を図ることとする。 
なお、年齢層の高い専任教員の定年退

職に伴う若手・中堅教員の新規採用を行

う際には、本学の教員選考規程等で定め

る審査基準に基づいて、厳格なる審査を

経て採用することとし、教育の質の保証

の観点から、各専門分野における教育上、

研究上又は実務上の優れた知識、能力及

び実績を有する教員を採用するととも

に、採用後も授業の内容及び方法の改善

を図るための組織的な研修及び研究の実

施を通して、継続的な教員の資質の維持

向上に努めることとする。 
また、教員の年齢構成については、完

成年度以降（令和６年度）の計画として、

39 歳以下が 3 人、40～49 歳が 4 人、50
～59 歳が 9 人、60～64 歳が 2 人となる

計画とする。 
 

情報学部情報学科 （削除）専任教員配置

計画 
教員配置計

画 
 

令和２年度～令和５年度（完成年度）中 
完成年度までの年次進行中における若

手教員採用計画 
採用活動 
予定 

完成年度までの年次

進行中において、公募等

により以下の教員の採

用を計画する。 
・博士の学位、大学等に

おける教育歴、情報分

野に関する研究実績

を有する若手教員 
・高度の実務の能力を有

づく計画的な採用を行うことにより、教

員配置の適正化を図ることとする。 
なお、年齢層の高い専任教員の定年退

職に伴う若手・中堅教員の新規採用を行

う際には、本学の教員選考規程等で定め

る審査基準に基づいて、厳格なる審査を

経て採用することとし、教育の質の保証

の観点から、各専門分野における教育上、

研究上又は実務上の優れた知識、能力及

び実績を有する教員を採用するととも

に、採用後も授業の内容及び方法の改善

を図るための組織的な研修及び研究の実

施を通して、継続的な教員の資質の維持

向上に努めることとする。 
また、教員の年齢構成については、完

成年度以降（平成 36 年度）の計画とし

て、39 歳以下が 3 人、40～49 歳が 4 人、

50～59 歳が 9 人、60～64 歳が 2 人とな

る計画とする。 
 

情報学部情報学科 完成年度以降の専任

教員配置計画 
教員配置計

画 
 

（追加） 
 
 
（追加） 
 

（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 



78 

する若手教員 
以上の若手教員を年度

進行中に複数名を前倒

しで採用する。 
 

その後も採用活動を継

続して令和６年度開始

時点では完成年度に定

年年齢を超える教員数

に相当する若手・中堅教

員の確保をする。 
 

令和５年度（完成年度）末 
退職予定 ・定年規定により教授 5

名が退職予定 
※教授 5名は就業規則附

則第 3項の規程に基づ

き雇用延長 
昇格予定 ・准教授 1 名について、

教育研究業績等の評

価に基づき教授に昇

格予定 
・情報分野の講師 4 名に

ついて、教育研究業績

等の評価に基づき准

教授に昇格予定 
・情報分野の助教 1 名に

ついて、教育研究業績

等の評価に基づき講

師に昇格予定 
 

新規採用

予定 
※令和 2年度～令和 5年

度において採用した若

手教員を含め、令和 6年

度開始時点では完成年

度に定年年齢を超える

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度（完成年度）末 
退職予定 ・定年規定により教授 5

名が退職予定 
※教授 5名は就業規則附

則第 3項の規程に基づ

き雇用延長 
昇格予定 ・准教授 1 名について、

教育研究業績等の評

価に基づき教授に昇

格予定 
・情報分野の講師 4 名に

ついて、教育研究業績

等の評価に基づき准

教授に昇格予定 
・情報分野の助教 1 名に

ついて、教育研究業績

等の評価に基づき講

師に昇格予定 
 

新規採用

予定 
（追加） 
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教員数に相当する若手・

中堅教員の確保をする。 
・公募等により、博士の

学位、大学等における

教育歴、情報分野に関

する研究実績を有す

る中堅の教授 3名を採

用 
・公募等により、高度の

実務の能力を有する

中堅の教授 1名を採用 
・公募等により、博士の

学位、大学等における

教育歴、情報分野に関

する研究実績を有す

る若手の准教授 1名を

採用 
令和６年度～令和９年度 
退職予定 ・定年規定により教授 1

名、准教授 1 名が退職

予定 
新規採用

予定 
・公募等により、博士の

学位、大学等における

教育歴、情報分野に関

する研究実績を有す

る中堅の准教授 1名を

採用 
・公募等により、高度の

実務の能力を有する

中堅の教授 1名を採用 
 

 
 
・公募等により、博士の

学位、大学等における

教育歴、情報分野に関

する研究実績を有す

る中堅の教授 3名を採

用 
・公募等により、高度の

実務の能力を有する

中堅の教授 1名を採用 
・公募等により、博士の

学位、大学等における

教育歴、情報分野に関

する研究実績を有す

る若手の准教授 1名を

採用 
令和６年度～令和９年度 
退職予定 ・定年規定により教授 1

名、准教授 1 名が退職

予定 
新規採用

予定 
・公募等により、博士の

学位、大学等における

教育歴、情報分野に関

する研究実績を有す

る中堅の准教授 1名を

採用 
・公募等により、高度の

実務の能力を有する

中堅の教授 1名を採用 
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（改善事項）情報学部 情報学科 

１１【全体計画審査意見 20の回答について】 

 ＜電子ジャーナルが十分か疑義＞ 

大学の教育研究に必要な専攻分野の電子ジャーナルが十分整備されているのか懸念され

るため、教育研究の観点から十分であることを説明するか、電子ジャーナル数を充実させる

こと。 

（対応） 

教育研究の観点から、電子ジャーナル数について再検討し、情報学部の専門分野に関す

る電子ジャーナル（学術洋雑誌）計１６種を購入し、学術和雑誌を含め充実を図ることと

した。 

   

【資料９】電子ジャーナルリスト（情報学部） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（５５－５６ページ） 

新 旧 

  
（３）図書等の資料および図書館の整備計

画 
 紫竹山キャンパス内に、教育・研究に必

要となる図書等を整備するために図書館を

設ける。また、米山キャンパスは校舎内に

図書室を設け、情報学部に関する専門図書

を整備し、プログラム言語の発展が学習で

きる展示を行う。 
 紫竹山キャンパス内の図書館は全学部が

共有で利用可能な施設として、1 階に書庫

並びに図書閲覧席を設け、2 階には図書閲

覧室兼レファレンスルームを設置する。閲

覧座席数は 105 席であり、主に事業創造学

部に関連する専門書および学術雑誌を主と

して整備し、教育・研究に資する。 
  開学当初に紫竹山キャンパスに整備する

図書等は以下の通りである。 
・基礎・教養分野：703 冊 
・経営学分野：1,726 冊 
（内国書 1,651 冊、外国書 55 冊、学術和

（３）図書等の資料および図書館の整備計

画 
紫竹山キャンパス内に、教育・研究に必

要となる図書等を整備するために図書館を

設ける。また、米山キャンパスは校舎内に

図書室を設け、情報学部に関する専門図書

を整備し、プログラム言語の発展が学習で

きる展示を行う。 
 紫竹山キャンパス内の図書館は全学部が

共有で利用可能な施設として、1 階に書庫

並びに図書閲覧席を設け、2 階には図書閲

覧室兼レファレンスルームを設置する。閲

覧座席数は 105 席であり、主に事業創造学

部に関連する専門書および学術雑誌を主と

して整備し、教育・研究に資する。 
  開学当初に紫竹山キャンパスに整備する

図書等は以下の通りである。 
・基礎・教養分野：703 冊 
・経営学分野：1,716 冊 
（内国書 1,651 冊、外国書 55 冊、学術和雑
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雑誌 10 点、学術洋雑誌 8 点(内電子ジャ

－ナル 8 点)、視聴覚資料等 2 点） 
・マーケティング分野：414 冊 
（内国書 409 冊、外国書 1 冊、学術和雑誌

1 点、学術洋雑誌 3 点(内電子ジャ－ナル

3 点)） 
・会計学分野：922 冊 
（内国書 919 冊、外国書 2 冊、学術和雑誌

1 点） 
・関連諸分野：251 冊 
（内国書 245 冊、外国書 5 冊、学術和雑誌

1 点） 
 
米山キャンパスに設置する図書室

（162.38 ㎡）は情報学部に関する専門書お

よび学術雑誌を主として整備し、閲覧座席

数は情報学部の収容定員の 2割にあたる 64
席設け、学生の自習にも利用可能とし、教

育・研究に資する。 
開学当初に米山キャンパスに整備する図

書等は以下の通りである。 
・基礎・教養分野：702 冊 
・情報学分野：1,418 冊 
（内国書 1,361 冊、外国書 38 冊、学術和雑

誌 8 点、学術洋雑誌 10 点(内電子ジャ－

ナル 10 点)、視聴覚資料等 1 点） 
・AI・IOT 応用分野：1,044 冊 
（内国書 1,013 冊、外国書 20 冊、学術和雑

誌 4 点、学術洋雑誌 6 点(内電子ジャ－ナ

ル 6 点)、視聴覚資料等 1 点） 
・経営・マーケティング分野：474 冊 
（内国書 469 冊、外国書 5 冊） 
・関連諸分野：259 冊 
（内国書 257 冊、外国書 1 冊、学術和雑誌

1 点） 
（中略） 

誌 6 点、学術洋雑誌 2 点（追加）、視聴覚

資料等 2 点） 
・マーケティング分野：411 冊 
（内国書 409 冊、外国書 1 冊、学術和雑誌

1 点、（追加）） 
 
・会計学分野：921 冊 
（内国書 919 冊、外国書 2 冊、（追加）） 
 
・関連諸分野：251 冊 
（内国書 245 冊、外国書 5 冊、学術和雑誌

1 点） 
 

米山キャンパスに設置する図書室（追加）

は情報学部に関する専門書および学術雑誌

を主として整備し、閲覧座席数は 43 席設

け、学生の自習にも利用可能とし、教育・研

究に資する。 
 

 開学当初に米山キャンパスに整備する図

書等は以下の通りである。 
・基礎・教養分野：702 冊 
・情報学分野：1,404 冊 
（内国書 1361 冊、外国書 38 冊、学術和雑

誌 3 点、学術洋雑誌 1 点（追加）、視聴覚

資料等 1 点） 
・AI・IOT 応用分野：1,039 冊 
（内国書 1013 冊、外国書 20 冊、学術和雑

誌 4 点、学術洋雑誌 1 点（追加）、視聴覚資

料等 1 点） 
・経営・マーケティング分野：474 冊 
（内国書 469 冊、外国書 5 冊） 
・関連諸分野：259 冊 
（内国書 257 冊、外国書 1 冊、学術和雑誌

1 点） 
（中略） 
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（その他）情報学部 情報学科 

【審査意見以外の対応について】 

 ＜米山キャンパス学生支援の観点からの環境整備計画の充実について＞ 

（１） 演習科目に対応する教室設備の充実について 

（２） 米山キャンパスの図書室について 

（３） 学生の移動環境の整備について 

（対応） 

（１）演習科目に対応する教室設備の充実について 

情報学部の学生が演習や実習を行うにあたり、十分なソフトウェアやハードウェアが整

備されていることを明示する。 

 

① 学生が授業で使用するノートパソコンについて 

 学生が演習や実習を行うにあたり、各自がノートパソコンを持参する。ノートパソコンの

性能については、在学中 4年間にわたるコンピュータ技術の進歩と、学生負担を考慮し、以

下に挙げるスペックを持つノートパソコンを情報学部生推奨パソコンとして、案内する。 

 なお、学生が購入するノートパソコンの種類（ウィンドウズやマッキントッシュ）によっ

ては、ソフトウェア実行環境に違いが出る可能性があるが、下記②にて説明する教育用クラ

ウド環境を整備することで、プログラム開発・デザイン制作・ファイル共有などを実現する

ための大学が整備した環境を全ての学生が平等に利用できる。 

 

Surface Laptop 2  

13.5 インチ / 512GB / Intel Core i7 / 8 GB RAM  

 

13インチ MacBook Pro 

13インチ / 512GB / Intel Core i7 / 8 GB RAM  

 

② 教育用クラウド環境について 

クラウド上に、教員用および大学・学部の共通用とは別に、学生個人向けの計算環境とし

て、windows搭載の仮想マシン、および linux搭載の仮想マシンを、学生毎に整備する。  

windows 仮想マシンには情報系学科に必要となる、Microsoft が提供する Visual Studio 

などのソフトウェア開発ツールやデザインツールが利用できるほか、アドビ社からライセ

ンスを受けた Adobe デスクトップアプリケーション群により提供される、画像編集や動画

編集などの各種ツールが利用できる。また linux 仮想マシンにはオープンソースソフトウ

ェアとして提供されるツール類を搭載する。 
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この教育用クラウド環境は主に職業専門科目「ネットワークプログラミング実習」「ＡＰ

Ｉ実習」「クラウドベーシック&マーケティング」「クラウドプラットフォーム実習Ⅰ」「クラ

ウドプラットフォーム実習Ⅱ」において、演習や実習を行うために活用される。 

学生は各自のノートパソコンから、リモートデスクトップクライアントソフトを利用し、

クラウド上に整備される計算環境に場所と時間を問わずアクセスが可能である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 PC（学生が独自購入の物も含む）に、リモートデス
クトップクライアントソフトを導入し、リモートデスク
トップにより、学生用 VMにアクセスし、使用する。 
⇒学内、自宅、臨地実務実習先からもアクセスが可能 

クラウド上に、学生用の環境として、
Windows と Linux の VM(仮想マシ
ン）を学生数だけ準備 

・学習管理システム 
・図書システム 
・学務システム 
・バックアップ 
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１．Windows環境  

1 クラウドベンダー Microsoft Azure 

2 利用サービス Virtual Machines 

3 利用 OS Microsoft Windows 10 Enterprise 

4 VMサイズ（予定） D1_V2 

5 接続方法 グローバル IP リモートデスクトップ接続 

6 利用内容 利用者別に環境を作成 

7 利用ソフト 学生向け学習ソフト 

8 システム保護 復元ポイント利用 

   

２．Linux環境  

1 クラウドベンダー Microsoft Azure 

2 利用サービス Virtual Machines 

3 利用 OS CentOS7.2 

4 VMサイズ（予定） D1_V2 

5 接続方法 グローバル IP リモートデスクトップ接続 

6 利用内容 利用者別に環境を作成 

7 利用ソフト 学生向け学習ソフト 

8 システム保護 バックアップより復元 

 

 

③ 情報処理実習室について 

 学内共同教育施設として、ICT教育および学術研究に寄与することを目的とし、米山校舎

3階に情報処理実習室を整備する。情報処理設備として、27インチ iMacを 45台整備し、以

下④に挙げる主要なソフトウェアが自由に利用できる環境を整える。ここでは「情報リテラ

シー」を開講することで、学生の情報リテラシー向上とともに、学内における各種情報シス

テム構成の理解と、各種資産へのアクセス方法を学修する。授業で使用する時間の他は、学

生が自由に利用できる。また CBTにおける試験会場としても運用することで、各種の検定試

験を自キャンパスで受験することが可能であるとともに、試験会場として外部にも公開し、

地域の情報リテラシー向上に寄与する。 
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情報処理実習室 PCスペック 

27インチ iMac Retina 5K ディスプレイモデル 

3.6GHz 8 コア第 9世代 Intel Core i9プロセッサ 

16GB 2,666MHz DDR4メモリ 

Radeon Pro 580X（8GB GDDR5メモリ搭載） 

2TB Fusion Drive ストレージ 

 

④ ソフトウェアライセンスについて 

Office やウイルス対策ソフトなどについて効率的な調達を行う為、大学、学部・学科単

位で一元的な契約を行っており、下記ソフトについては、大学事務局が管理運用し学生へ提

供する。このため、学生は自身のノートパソコン単体であっても、本学の演習や実習に必要

となる各種ソフトウェアおよびサービスを利用することができる。 

 

ア） サーバ及び Windows 搭載 VM(学生用)へ提供されるソフトウエア： 

 Azure Dev Tools for Teaching に含まれる以下ソフト 

Advanced Threat analytics(ATA), Agents for Visual Studio, BizTalk Server, Datazen 

Enterprise, Host Integration Server, Machine Learning Server, Hyper-V Server, R Server, 

Microsoft Project, Remote Tools for Visual Studio, SharePoint Server, Skype for Business 

Server, SQL Server Developer, SQL Server Enterprise, SQL Server Web, System Center, 

Team Foundation Server, Microsoft Visio, Visual Studio, Code, Visual Studio, Community, 

Visual Studio Enterprise, Windows 10, Windows Server 

 

イ） Windows 搭載 VM(学生用)で提供されるソフトウエア： 

 Office 365 Education に含まれる各ソフト 

(Outlok, Word, Excel, Powerpoint,OneNote, Teams, Publisher, Access) 

 Adobe Creative Cloud に含まれる各ソフト 

(Illustrator, Photoshop, Adobe XD, Adobe Premiere Pro, Adobe Premiere Rush 他） 

 AUTODESK 無償教育ライセンス製品 

(AutoCAD, Maya , AutoCAD Architecture 他) 

 

 

ウ）Linux 搭載 VM(学生用)で提供されるソフトウエア（OSS によるツール群）： 

   （OSS ツールは、必要に応じ、追加提供する） 

Web ブラウザ Mozilla Firefox  

Office 系ソフト Libre Office Base  
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Libre Office Calc  

Libre Office Draw 

Libre Office Impress 

Libre Office Math 

Libre Office Writer 6.0 

グラフィックソフト GIMP  

GNU GV PostScript/PDF Viewer 

Evince 

Inkscape 

Tgif  

ImageMagick 

開発言語・環境ツール Eclipse 

GCC パッケージ（C, C++, Objective-C, Fortran, 

Ada, Go, and D) 

Python 2.7、3.7 

php  

perl  

ruby, ruby on rails 

JDK General-Availability Release 

Node.js 

数値計算・統計ツール R 

R Studio 

Scilab 

Xgraph 

Tex 文書作成 TeXworks 

Tex Live 

テキストエディター Emacs  

vi 

gedit  

データベース SQLite 

MariaDB 

MongoDB 

PostgreSQL 

MySQL 
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Apache Jena 

Apache Cassandra 

その他 Wordpress 

D3.js 

Apache Hadoop 

Apache Spark 

GTKwave 

 

 

 

⑤ キャンパス内ネットワーク環境について 

米山キャンパス全域をカバーする無線ＬＡＮを利用可能とし、教育用クラウドを使用し

て、プログラム開発・デザイン制作・ファイル共有などを実現するための大学が整備した

環境を全ての学生が平等に利用できる。 

学生向けに提供されるキャンパスＬＡＮは最大 400名、一人当たり 5デバイスを想定し

た帯域に耐えうる構成をベースとし提供する。 

 

【資料１０】米山キャンパスプロット図 

 

ＷＡＮルータ及びＵＴＭ装置はＬ２スイッチをスタック構成で介し、全て冗長化を提供

し、対象の機器及び回線における障害に対して資源を提供し続ける事ができ、事業継続とセ

キュリティを確保する。米山キャンパスネットワーク系統図 

 

【資料１１】米山キャンパスネットワーク系統図（参照１） 

 

校内においてはＬ３スイッチを起点にＬ２スイッチ間は全てにおいて光ケーブルまたは

ＬＡＮケーブル（カテゴリー６）にて２重化構成を提供する。２重化された配線へはＬＡＣ

Ｐ（リンクアグリケーション）を設定し停止しない環境を提供する。米山キャンパスネット

ワーク系統図 

 

【資料１１】米山キャンパスネットワーク系統図（参照２） 

 

無線ＬＡＮは講義室などの密集した教室を考慮し、高密度無線機器を用意する。また、障

害の際はコントローラの制御により、無線電波の範囲の自動調整及びビームフォーミング

などの機能を提供する。米山キャンパスネットワーク系統図 
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【資料１１】米山キャンパスネットワーク系統図（参照３） 
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⑥ 各教室の電源環境について 

 米山キャンパスにおいて全ての演習室、実験・実習室、学生自習室に学生収容人数分の

コンセントを用意し、演習・実習を行う際の電源環境を整備する。 

 

⑦ ハードウェアについて 

 IoT・ロボティクスの演習や実習を行うために、米山校舎 7階に「IoT・ロボティクス実習

室」を整備する。最大 40人が受講する可能性を考慮し、機材については可能なものは複数

もしくは予備機を導入する。 

なお各種の工作に必要となる消耗品については、一定量を学生の教育用として提供する

とともに、さらに追加で消耗品を使用する場合は、学生の負担によって購入する。 

IoT・ロボティクス実習室の主な機能として以下を提供する。 

旋盤・フライス盤などの汎用機、3 軸 5 軸 CNC 切削機、レーザーカッターなどの各種工作

機械を整備することで、試作品の各種加工が行える。はんだごて、オシロスコープなどを整

備し、回路設計が行える。CAD/CAM や 3DCG などの各種ソフトウェアを備えた PC を備える。 

3D プリンタと 3D スキャナーを整備し、モデルの形状確認やリバースエンジニアリングが

行える。各種環境試験機による安全規格確認が行える。 

その他の備品として「没入型コンピューティング演習」「没入型コンピューティング実習」

にて活用する拡張・仮想現実を実現するためのヘッドマウントディスプレイを整備する。 

 

IoT 実習室備品一覧 

旋盤・フラ

イス盤など

の汎用機、

3 軸 5 軸

CNC 切削

機、レーザ

ーカッター

などの各種

工作機械

を整備する

ことで、試

作品の各

種加工が

行える。 

ボール盤 B13S 

バンドソー 

ベルトサンダー 

研磨機 

ボール盤万力 75㎜ 

ボール盤万力 150㎜ 

フライス盤用アングルバイス 75㎜ 

フライス盤用インデックス(デバイダー) 

ベンチバイス 

リードバイス 

テーブルソー 

バンドソー 

グラインダー 

フライス盤 

旋盤 

デジタル造形機 / CNCマシニングセンタ 3軸 CNC（大型） 



90 

上記 3軸用 CAD/CAMソフト CraftMILL 

上記 3軸用 CAD/CAMソフト  OneCNC(Mill Expert) 

上記 3軸用 CAD/CAMソフト  Fusion360 

デジタル造形機 / CNCマシニングセンタ 5軸 CNC 

上記 5軸用 CAD/CAMソフト HyperMILL 

上記 5軸用 CAD/CAMソフト  OneCNC(同時 5軸） 

上記 5軸用 CAD/CAMソフト  Fusion360 Ultimate 

レーザーカッター(trotec) 

卓上切削加工機(KitMill) 

レーザーカッター(Universal/CO2) 

レーザーカッター用ロータリーアタッチメント 

はんだご

て、オシロ

スコープな

どを整備

し、回路設

計が行え

る。 

はんだ槽 

X線検査装置 

ミックスドシグナルオシロスコープ 

デジタル LCRメーター 

周波数カウンタ 

オシロスコープ（2ch） 

半田こて 

ベクトルシグナルジェネレータ 

タッチオシロスコープ 

高周波半田ごて 

CAD/CAM

や 3DCG

などの各種

ソフトウェア

を備えた

PC を備え

る。 

ソフトウェア / 3D CAD Rhinoceros 

電子機器熱流体解析ツール(Icepak) 

Mastercam 

123D Design 

Autodesk Fusion 360 

Autodesk Inventor Professional 

Autodesk AutoCAD Electrical 2016 

Autodesk AutoCAD Mechanical 2016 

Autodesk 3ds Max 2016 

Autodesk Navisworks Manage 2016 

機械学習 PC 

Autodesk AutoCAD  

Autodesk AutoCAD Architecture 

Autodesk Maya 
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Shade3D Professional ver.17 

3D プリンタ

と 3D スキ

ャナーを整

備し、モデ

ルの形状

確認やリバ

ースエンジ

ニアリング

が行える。 

デジタル造形機 / CNCマシニングセンタ 3軸 CNC（小型） 

上記 3軸用 CAD/CAMソフト CraftMILL 

上記 3軸用 CAD/CAMソフト  OneCNC(Mill Expert) 

上記 3軸用 CAD/CAMソフト  Fusion360 

ABS 3Dプリンター 

3Dスキャナー(Rexcan) 

UVプリンター 

3Dスキャナー(日本電産ﾄｰｿｸ RVL6540-LH) 

3Dスキャナー(Sense) 

Cimatron 

各種環境

試験機に

よる安全規

格確認が

行える。 

荷重試験機 

熱衝撃試験機 

恒温恒湿機 

恒温槽（観測窓、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾚｺｰﾀﾞｰ和文 KR仕様） 

デジタルマルチメータ 7461A 

デジタルマルチメータ 34461A 

AC電子負荷装置 

DC電子負荷装置 

安定化電源(〜40V,700W) 

安定化電源(〜16V,80W) 

直流安定化電源(18V3A) 

直流安定化電源(18V5A) 

直流安定化電源(35V2A) 

ハンディサーモ 

ゲージブロックセット 

照度計 

騒音計 

ガウスメータ 

フォースゲージ 

フォースゲージテストスタンド 

回転計 

シャープエッジテスタ 
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⑧ 米山キャンパス 各教室の設備環境と主要用途について 

 情報学部の演習・実習授業について、同時間に最大５クラスの演習授業を収容するための

各教室の設備環境と主要用途を明示した。 

 

 １．演習室、実験・実習室について 

階 
教室種

別 

床面

積(㎡) 

収容

人数

(人) 

設備環境 主要用途 
各教室で行う 

授業科目 

3 階 

 

情報処

理実習

室 

91.34 44 

・LAN アクセスポイント

3 台 

・電源コンセント 49 口 

・デスクトップ型 PC45 台 

(27インチ iMac Retina 

5K ディスプレイモデル 

3.6GHz 8 コア第 9 世代

Intel Core i9プロセッサ 

16GB 2,666MHz DDR4メ

モリ Radeon Pro 

580X2TB Fusion Drive ス

トレージ ) 

・OA デスク 45 台 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

「情報リテラシー」を開講

することで、学生の情報リ

テラシー向上とともに、学

内における各種情報システ

ム構成の理解と、各種資産

へのアクセス方法を学修す

る。授業で使用する時間の

他は、学生が自由に利用で

きる。また CBT における試

験会場としても運用するこ

とで、各種の検定試験を自

キャンパスで受験すること

が可能であるとともに、試

験会場として外部にも公開

し、地域の情報リテラシー

向上に寄与する。 

情報リテラシー 

 

 

 

 

 

演習室 

(1) 

 

 

 

 

 

62.02 

 

 

 

 

 

 

40 

 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 45 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×5 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

ソーシャルデザインⅡ 

分散型台帳技術演習 

知識表現・知識処理演習 

ICT 演習（ハードウェア

/ソフトウェア） 

ICT 演習（クラウド） 

ICT 演習（ディープラー



93 

 

 

 

 

 

 

演習室

（1） 

 

 

 

 

 

 

62.02 

 

 

 

 

 

 

40 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

ニング） 

ICT 演習（応用情報） 

データマイニング演習 

情報と英語 

没入型コンピューティン

グ演習 

ICT 活用総合実習 

 

4 階 

演習室

（2） 
35.10 24 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 29 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

 

ICT 活用総合実習におい

て、最大 8名を一つの単位

とするグループごとに利用

する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 
ICT 活用総合実習 

演習室

（3） 
35.10 24 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 29 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

ICT 活用総合実習におい

て、最大 8名を一つの単位

とするグループごとに利用

する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

ICT 活用総合実習 

 

 

 

演習室

（4） 

 

 

 

 

 

33.86 

 

 

 

 

 

 

24 

 

 

 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 29 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

ICT 活用総合実習におい

て、最大 8名を一つの単位

とするグループごとに利用

する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

 

 

ICT 活用総合実習 

3 階 
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・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

演習室

（5） 
36.34 24 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 29 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

ICT 活用総合実習におい

て、最大 8名を一つの単位

とするグループごとに利用

する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

ICT 活用総合実習 

6 階 

演習室

（6） 
64.13 32 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・電源コンセント 37 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×4 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

ICT 活用総合実習におい

て、最大 8名を一つの単位

とするグループごとに利用

する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

ICT 活用総合実習 

 

 

 

 

実験・ 

実習室

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48 

 

 

 

 

 

 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・電源コンセント 53 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×6 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

デザイン・シンキング実

習Ⅰ 

デザイン・シンキング実

習Ⅱ 

データサイエンス実習 

クラウドプラットフォー

ム実習Ⅰ 

クラウドプラットフォー

ム実習Ⅱ 

データサイエンス演習 

データベース演習 

4 階 
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実験・ 

実習室

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

78.00 

 

 

 

 

 

 

 

48 

英語プレゼンテーション

演習Ⅰ 

プログラミング演習 

ユーザエクスペリエンス 

ＡＰＩ実習 

ICT 演習（セキュリテ

ィ） 

ICT 演習（基本情報） 

実験・

実習室

（2） 

79.40 48 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・電源コンセント 53 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×6 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

データベース演習 

システム開発技術演習 

データマイニング演習 

マシンラーニング演習 

マシンラーニング実習 

データサイエンス実習 

知識表現・知識処理演習 

プログラミング演習 

ＡＰＩ実習 

ICT 活用総合実習 

 

実験・

実習室

（3） 

71.24 48 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・電源コンセント 53 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×6 

・65型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVDプレー

ヤー 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

クラウドベーシック&マ

ーケティング 

システム開発技術演習 

ICT 演習（データベース

スペシャリスト） 

サイバーセキュリティ演

習 

ICT 活用総合実習 

7 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・電源コンセント 53 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×6 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

ＡＩ実習英語プレゼンテ

ーション演習Ⅰ 

デザイン・シンキング実

習Ⅰ 

ソーシャルデザインⅠ 

6 階 
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実験・

実習室

（4） 

 

 

 

 

 

 

実験・

実習室

（4） 

80.00 

 

 

 

 

 

 

 

80.00 

48 

 

 

 

 

 

 

 

48 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

に利用する。（主査教員 1

名、学生４～７名） 

サイバーセキュリティ演

習 

ネットワークプログラミ

ング実習 

クラウドプラットフォー

ム実習Ⅰ 

ネットワーク演習 

没入型コンピューティン

グ実習 

ICT 演習(組込システム) 

ICT 演習（データベース

スペシャリスト） 

ICT 活用総合実習 

実験・

実習室

（5） 

77.66 48 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・電源コンセント 53 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×6 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

ＡＩ実習 

データベース演習 

ネットワークプログラミ

ング実習 

ネットワーク演習 

ICT 活用総合実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 階 

 

 

 

 

 

演習室

（7） 
51.13 24 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 29 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

・65 型タッチスクリーン

液晶ディスプレイ 

 ・ ブルーレイ/DVD プレ

ーヤー 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

ICT 活用総合実習 

 

 

 

IoT 実

習室 

 

 

 

322.89 

 

 

 

 

80 

 

・LAN アクセスポイント

6 台設置 

・電源コンセント 45 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×5 

最大 40人の演習および実

習の他、ICT活用総合実習

において、最大 8名を一つ

の単位とするグループごと

に利用する。 

ＩｏＴ演習 

ＩｏＴ実習 

ハードウェア設計 

ロボティクス実習 

サイバーフィジカルシス

7 階 
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・作業机×40 人分

・その他の専門備品は、意

見回答文 84 ページ「⑦ ハ

ードウェアについて」に記載

（主査教員 1名、学生４～

７名） 

テム基礎（一部単元）

ICT 演習（IoT） 

ICT 演習(組込システム) 

ICT 活用総合実習 

米山キャンパス４階の演習室(2)(3)(4)(5)の４室については、「ICT 活用総合実習」にお

いて、最大 8名を一つの単位とするグループごとに利用する。教員との質疑応答や、学生同

士の議論を通じた教育効果を高めるため、収容人数を 32 名から 24 名に変更し、少人数で

の授業が効果的に行われるよう環境整備を行った。 

米山キャンパス４階平面図 

安全上の観点から図面に関して省略いたします。
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２．講義室について   

階 
教室種

別 

床面積

(㎡) 

収容

人数

(人) 

設備 主要用途 
各教室で行う 

授業科目 

3 階 

講義室

（1） 
48.27 24 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・1 人掛け机×24 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

必要に応じ補習授業などを

開講する 

  

 

 

 

 

 

 

 

講義室

（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

108.88 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・2 人掛け机×27 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

最大 40人で行う講義 英語コミュニケーション

Ⅰ 

英語プレゼンテーション

演習Ⅱ 

現代社会学 

日本語コミュニケーショ

ン 

ビジネスモラル 

データ構造とアルゴリズ

ム 

情報の基礎 

情報科学基礎 

オペレーティングシステ

ム 

プログラミング基礎 

情報通信ネットワーク 

情報数学Ⅰ 

情報セキュリティ 

社会心理・消費者行動 

情報数学Ⅱ 

情報と法律 
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講義室

（2） 

 

 

 

108.88 

 

 

 

54 

デザイン・シンキング概

論 

サイバーフィジカルシス

テム基礎 

新潟と地域社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義室

（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

105.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・2 人掛け机×27 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

最大 40人で行う講義 英語コミュニケーション

Ⅰ 

英語コミュニケーション

Ⅱ 

日本語コミュニケーショ

ン 

キャリアデザインⅠ 

中国語コミュニケーショ

ン 

韓国語コミュニケーショ

ン 

ロシア語コミュニケーシ

ョン 

ビジネスモラル 

データ構造とアルゴリズ

ム 

情報科学基礎 

情報数学Ⅰ 

オペレーティングシステ

ム 

プログラミング基礎 

情報通信ネットワーク 

システム開発技術 

情報セキュリティ 

デザイン・シンキング概

論 

情報と法律 

3 階 
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講義室

（3） 

 

 

 

105.10 

 

 

 

54 

コンピュータアーキテク

チャ 

新潟と地域社会 

サイバーフィジカルシス

テム基礎 

 

5 階 

講義室

（4） 
100.10 48 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・２人掛け机×２４ 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

最大 40人で行う講義 英語プレゼンテーション

演習Ⅱ 

日本語コミュニケーショ

ン 

キャリアデザインⅡ 

キャリアデザインⅢ 

情報と倫理 

クラウド技術概論 

統計学 

マーケティング 

情報と経営 

ソーシャルデザインⅠ 

分散型台帳技術演習 

国際文化と伝統 

データベースの基礎 

講義室

（5） 
112.66 60 

・LAN アクセスポイント

2 台設置 

・2 人掛け机×30 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

最大 40人で行う講義 

 

キャリアデザインⅢ 

国際文化と伝統 

統計学 

マーケティング 

ソーシャルデザインⅠ 

データベースの基礎 

3 階 
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6 階 
講義室

（6） 
143.63 78 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 83 口設

置 

・2 人掛け机×39 

・液晶プロジェクター 

・120 型スクリーン 

・ハンド型、タイピン型ワ

イヤレスマイク 

・スピーカー 

・ブルーレイ/DVD プレー

ヤー 

・書画カメラ 

最大 40人で行う講義 

情報産業論 

情報と経営 

マーケティング 

クラウド技術概論 

            

３．学生自習室について  

階 
教室種

別 

床面積

(㎡) 

収容

人数

(人) 

設備 主要用途 
各教室で行う 

授業科目 

3 階 

学生 

自習室

（1） 

34.97 24 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 29 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

授業準備学生の自習 

  

4 階 

学習 

自習室

（2） 

49.32 32 

・LAN アクセスポイント

1 台設置 

・電源コンセント 37 口設

置 

・8 人掛け丸テーブル×3 

授業準備学生の自習 

 

  

 
 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（５２-５３ページ） 

新 旧 

② 米山キャンパス 

主に「情報学部」の教室等を設置する校舎と

なる。 

教室は中教室（24～36人）を 8室、大教室（40

② 米山キャンパス 

主に「情報学部」の教室等を設置する校舎と

なる。 

教室は中教室（24～36人）を 8室、大教室（40
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人以上）を 12室設備する他、学生生活をサポ

ートするために学生自習室、キャリアセンタ

ー、医務室、米山キャンパスの運営を行う事

務室、学部長室を設置する。 

情報学部はクラウド上に、教員用および大

学・学部の共通用とは別に、学生個人向けの

計算環境として、windows 搭載の仮想マシン

および linux搭載の仮想マシンを学生毎に整

備する。米山キャンパス全域をカバーする無

線 LAN を利用可能とし、将来的な通信トラフ

ィックの増大に備えて学生向けに提供され

るキャンパス LANを最大 400名、一人当たり

5 デバイスを想定した帯域に耐えうる構成を

ベースとして整備する。 

また、すべての演習室、実験・実習室におい

て学生収容人数分のコンセントを用意し、演

習、実習を行う際の電源環境を整備する。 

さらに米山キャンパスは 3階以上が 2棟に分

かれる 7階建の構造であるため、学生の移動

環境を整えるために各々2 基、合計 4 基のエ

レベーターを設置する。 

 

人以上）を 12室設備する他、学生生活をサポ

ートするために学生自習室、キャリアセンタ

ー、医務室、米山キャンパスの運営を行う事

務室、学部長室を設置する。 

（追加） 

 

 

（２）米山キャンパスの図書室について 

学生が図書閲覧を行う際、充実した自学環境を整えるため、米山キャンパス２階図書室と

併設予定であった「キャリアセンター」「学習支援センター」と、隣接していた「会議室」

を移設し図書室の面積を拡張し、閲覧座席数 64席とした。 

また「キャリアセンター」「学習支援センター」は米山キャンパスの２階の当初「応接室」

予定であった部屋に移設し、「応接室」は１階へ移設する。「会議室」については２階学生ロ

ビーの一部分を使用し移設する。「会議室」移設後も、学生ロビーは１階と２階を合わせて

170 人の学生が休める開放的な環境を整備する。 

なお、米山キャンパスの図書室は情報学部の専門図書を中心に配架する。その他紫竹山キ

ャンパスに設置されている図書館に配架された書籍も活用することができる。蔵書検索シ

ステムから予約することで、他キャンパスにある図書館の図書も翌日には配達される。 
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米山キャンパス２階平面図 

安全上の観点から図面に関して省略いたします。



104 

 米山キャンパス２階 図書室レイアウト 

床面積：162.38 ㎡ 

蔵書可能数：約 8,000冊 

閲覧座席数：64席 

設備：無線 LANアクセスポイント３台 

蔵書検索用パソコン：紫竹山キャンパスの蔵書を含めた関連大学図書の検索 

安全上の観点から図面に関して省略いたします。
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（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（５５ページ） 

新 旧 

米山キャンパスに設置する図書室（162.38

㎡）は情報学部に関する専門書および学術雑

誌を主として整備し、閲覧座席数は情報学部

の収容定員の 2 割にあたる 64 席設け、学生

の自習にも利用可能とし、教育・研究に資す

る。 

開学当初に米山キャンパスに整備する図書

等は以下の通りである。 

・基礎・教養分野：702 冊 

・情報学分野：1,418 冊 

（内国書 1,361 冊、外国書 38 冊、学術和雑

誌 8点、学術洋雑誌 10点(内電子ジャ－ナル

10 点)、視聴覚資料等 1点） 

・AI・IOT 応用分野：1,044 冊 

（内国書 1,013 冊、外国書 20 冊、学術和雑

誌 4点、学術洋雑誌 6点(内電子ジャ－ナル 6

点)、視聴覚資料等 1点） 

・経営・マーケティング分野：474 冊 

（内国書 469冊、外国書 5冊） 

・関連諸分野：259冊 

（内国書 257 冊、外国書 1 冊、学術和雑誌 1

点） 

米山キャンパスに設置する図書室（追加）は

情報学部に関する専門書および学術雑誌を

主として整備し、閲覧座席数は 43席設け、学

生の自習にも利用可能とし、教育・研究に資

する。 

開学当初に米山キャンパスに整備する図書

等は以下の通りである。 

・基礎・教養分野：702 冊 

・情報学分野：1404冊 

（内国書 1361冊、外国書 38冊、学術和雑誌

3点、学術洋雑誌 1点（追加）、視聴覚資料等

1点） 

・AI・IOT応用分野：1039冊 

（内国書 1013冊、外国書 20冊、学術和雑誌

4点、学術洋雑誌 1点（追加）、視聴覚資料等

1点） 

・経営・マーケティング分野：474 冊 

（内国書 469冊、外国書 5冊） 

・関連諸分野：259冊 

（内国書 257 冊、外国書 1 冊、学術和雑誌 1

点） 
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（３）学生の移動環境の整備について

 授業間において、最上階から大人数の学生が移動する場合でも、米山キャンパス内におけ

る学生移動がよりスムーズで快適となる環境整備を行うため、エレベーター２台を増設し、

計４台のエレベーターが運転する施設計画とする。 

米山キャンパス１階平面図 

安全上の観点から図面に関して省略いたします。
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（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（５２-５３ページ） 

新 旧 

② 米山キャンパス 

主に「情報学部」の教室等を設置する校舎と

なる。 

教室は中教室（24～36人）を 8室、大教室（40

人以上）を 12室設備する他、学生生活をサポ

ートするために学生自習室、キャリアセンタ

ー、医務室、米山キャンパスの運営を行う事

務室、学部長室を設置する。 

情報学部はクラウド上に、教員用および大

学・学部の共通用とは別に、学生個人向けの

計算環境として、windows 搭載の仮想マシン

および linux搭載の仮想マシンを学生毎に整

備する。米山キャンパス全域をカバーする無

線 LAN を利用可能とし、将来的な通信トラフ

ィックの増大に備えて学生向けに提供され

るキャンパス LANを最大 400名、一人当たり

5 デバイスを想定した帯域に耐えうる構成を

ベースとして整備する。 

また、すべての演習室、実験・実習室におい

て学生収容人数分のコンセントを用意し、演

習、実習を行う際の電源環境を整備する。 

さらに米山キャンパスは 3階以上が 2棟に分

かれる 7階建の構造であるため、学生の移動

環境を整えるために各々2 基、合計 4 基のエ

レベーターを設置する。 

 

② 米山キャンパス 

主に「情報学部」の教室等を設置する校舎と

なる。 

教室は中教室（24～36人）を 8室、大教室（40

人以上）を 12室設備する他、学生生活をサポ

ートするために学生自習室、キャリアセンタ

ー、医務室、米山キャンパスの運営を行う事

務室、学部長室を設置する。 

（追加） 

 

 

以上 
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審査意見への対応を記載した書類 

資料目次 

 

【資料１】情報学部 情報学科 カリキュラム体系図 

【資料２】アドミッション・オフィス選抜を受験する学生に求める書類 

「学修計画書書式」「志望動機書書式」 

【資料３】「没入型コンピューティング演習」、「分散型台帳技術演習」、 

「ハードウェア設計」、「マシンラーニング演習」シラバス（授業計画） 

【資料４】「ICT演習（ハードウェア/ソフトウェア）」、「ICT演習（セキュリティ）」、 

「ICT演習（基本情報）」、「ICT演習（クラウド）」、「ICT演習（応用情報）」、

「ICT演習（IoT）」、「ICT演習（ディープラーニング）」、 

「ICT演習（セキュリティスペシャリスト）」、「ICT演習(組込システム)」、 

「ICT演習（データベーススペシャリスト）」シラバス（授業計画） 

【資料５】新キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ シラバス（授業計画） 

【資料６】旧キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ シラバス（授業計画） 

【資料７】情報学部 シラバス（授業計画） 

【資料８】情報学部 臨地実務実習施設の概要 

【資料９】電子ジャーナルリスト（情報学部） 

【資料１０】米山キャンパスプロット図 

【資料１１】米山キャンパスネットワーク系統図 
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当該施設が使用で

きなくなった場合

の代替措置 

受入れ予定学生数以上の実習施設を確保できているため、現時点で当該施設が使用できなくなった場合に

おいては、他施設を代替使用する。また、申請後も授業科目に必要な実習先確保に向けた活動を継続し、

充分な実習先の確保に努める。 

備  考  
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【資料９】　電子ジャーナルリスト（情報学部）

No タイトル 出版社名

1 SIAM Journal on Computing Society for Industrial and Applied Mathematics

2 Neural Computation The M.I.T. Press

3 Journal of the ACM Association for Computing Machinery

4 Computer Journal Oxford University Press

5 Computer Science - Research and Development Springer Nature

6 Innovations in Systems and Software Engineering Springer Nature

7 ACM Journal of Data and Information Quality (JDIQ) Association for Computing Machinery

8 Journal of Functional Programming Cambridge University Press

9 Journal of Computer Security IOS Press

10 Information Security Journal : A Global Perspective Taylor & Francis Limited

11 AI Communications: European Journal on Artificial Intelligence IOS Press

12 Network Science Cambridge University Press

13 ACM Transactions on Cyber-Physical Systems Association for Computing Machinery

14 Communications of the ACM Association for Computing Machinery

15 IEEE Magazines: Computer Magazine Institute of Electrical & Electronics Engineers

16 IEEE Transactions: Knowledge & Data Engineering Institute of Electrical & Electronics Engineers
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